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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】医療装置の操作を学習することができる医療装
置を提供する。
【解決手段】医療装置１００は、操作部３と、超音波情
報を表示手段４に表示させ、前記操作部３を用いてなさ
れた操作に基づいて前記超音波情報の表示状態を変更す
る制御部２１と、前記操作部３による操作内容、前記制
御部２１による表示制御内容及び前記超音波情報の入力
を受けて、前記超音波情報と、前記操作内容及び／又は
前記表示制御内容並びにこれらのタイミングを示すタイ
ミング情報とを含む時系列情報を生成する生成部２５と
を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作部と、
　被検体に対して超音波を送受信することにより得られた超音波情報を表示手段に表示さ
せ、前記操作部を用いてなされた操作に基づいて前記超音波情報の表示状態を変更する制
御部と、
　前記操作部による操作内容、前記制御部による表示制御内容及び前記超音波情報の入力
を受けて、前記超音波情報と、前記操作内容及び／又は前記表示制御内容並びにこれらの
タイミングを示すタイミング情報とを含む時系列情報を生成する生成部と、
　を有する医療装置。
【請求項２】
　少なくとも操作者から発せられた音声情報を取得する録音部を有し、
　前記生成部は、前記音声情報をさらに含む時系列情報を生成する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療装置。
【請求項３】
　少なくとも前記操作部を含む撮影野の動画撮影を行なって動画情報を取得する録画部を
有し、
　前記生成部は、前記動画情報をさらに含む時系列情報を生成する、
　ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の医療装置。
【請求項４】
　前記生成部は、所定の開始タイミング以降に入力される前記超音波情報、前記操作内容
及び前記表示制御内容に基づいて前記時系列情報を生成する、
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の医療装置。
【請求項５】
　前記生成部は、所定の終了タイミング以前に入力される前記超音波情報、前記操作内容
及び前記表示制御内容に基づいて前記時系列情報を生成する、
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の医療装置。
【請求項６】
　前記所定の開始タイミングは、前記操作部を用いて所定の開始操作が行われたタイミン
グである、
　ことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の医療装置。
【請求項７】
　前記所定の開始操作は、所定の情報を入力する操作である、
　ことを特徴とする請求項６に記載の医療装置。
【請求項８】
　前記所定の開始タイミングは、前記超音波情報の表示状態が所定の状態となったタイミ
ングである、
　ことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の医療装置。
【請求項９】
　前記操作部は、複数のキーを有し、
　前記所定の開始タイミングは、前記複数のキーのうち所定のキーが操作されたタイミン
グである、
　ことを特徴とする請求項４又は請求項５に記載の医療装置。
【請求項１０】
　前記所定のキーは、前記生成部に前記時系列情報の生成を開始させるための専用のキー
である、
　ことを特徴とする請求項９に記載の医療装置。
【請求項１１】
　前記所定の終了タイミングは、前記操作部を用いて所定の終了操作が行われたタイミン
グである、



(3) JP 2014-176516 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

　ことを特徴とする請求項５に記載の医療装置。
【請求項１２】
　前記超音波情報は超音波画像を含み、
　前記制御部は、前記操作部を用いてフリーズ操作がなされたことに対応して、前記表示
手段における前記超音波情報の表示状態を動画表示から静止画表示に変更し、
　前記所定の終了タイミングは、前記静止画表示への変更から所定の時間が経過したタイ
ミングである、
　ことを特徴とする請求項１１に記載の医療装置。
【請求項１３】
　前記操作部は、複数のキーを有し、
　前記フリーズ操作は、前記複数のキーのうち所定のキーを操作することにより行われる
、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の医療装置。
【請求項１４】
　前記超音波情報は超音波画像を含み、
　前記所定の終了タイミングは、所定の状態の超音波画像が前記表示手段に表示されてか
ら所定の時間が経過したタイミングである、
　ことを特徴とする請求項５に記載の医療装置。
【請求項１５】
　前記所定の状態はホワイトノイズパターンが表示された状態である、
　ことを特徴とする請求項８又は請求項１４に記載の医療装置。
【請求項１６】
　前記操作部は、複数のキーを有し、
　前記所定の終了タイミングは、前記複数のキーのうち所定のキーが操作されたタイミン
グである、
　ことを特徴とする請求項５に記載の医療装置。
【請求項１７】
　前記所定のキーは、前記生成部に前記時系列情報の生成を終了させるための専用のキー
である、
　ことを特徴とする請求項９に記載の医療装置。
【請求項１８】
　前記超音波情報を取得する超音波情報取得部を有する、
　ことを特徴とする請求項１～請求項１７のいずれかに記載の医療装置。
【請求項１９】
　操作部と、
　被検体に対して超音波を送受信することにより得られた超音波情報と、前記操作部によ
る操作内容及び／又は表示制御内容並びにこれらのタイミングを示すタイミング情報とを
含む時系列情報が予め記憶された記憶部と、
　前記超音波情報を表示手段に表示させ、前記操作部を用いてなされた操作に基づいて前
記超音波情報の表示状態を変更する制御部と、
　前記時系列情報に基づいて、前記操作内容を少なくとも含む処理手順を呈示する再生部
と、
　を有する医療装置。
【請求項２０】
　前記再生部は、
　少なくとも前記操作内容に基づいて前記操作部を制御することにより前記処理手順を呈
示し、かつ、
　少なくとも前記表示制御内容及び前記超音波情報に基づいて前記表示手段を制御するこ
とにより前記超音波情報を表示させる、
　ことを特徴とする請求項１９に記載の医療装置。
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【請求項２１】
　前記再生部は、前記操作内容及びそのタイミング情報に基づいて前記表示手段及び／又
は前記操作部を制御することにより、当該タイミングにより所定時間だけ前に当該操作内
容を呈示させる、
　ことを特徴とする請求項１９に記載の医療装置。
【請求項２２】
　前記制御部は、前記時系列情報に含まれる一の操作内容が前記操作部を用いて行われた
ことに対応し、前記超音波情報の表示状態を前記一の操作内容の直前の状態から直後の状
態に切り替える、
　ことを特徴とする請求項１９に記載の医療装置。
【請求項２３】
　前記操作部を用いて行われた操作の内容と、前記時系列情報に含まれる操作内容とを比
較する比較部と、
　前記比較部による比較結果を出力する出力部と、
　を有する、
　ことを特徴とする請求項１９～請求項２２のいずれか１項に記載の医療装置。
【請求項２４】
　前記制御部は、前記比較結果に基づく情報を前記表示手段に表示させる、
　ことを特徴とする請求項２３に記載の医療装置。
【請求項２５】
　操作部と、
　前記操作部による操作内容、制御部による表示制御内容及び超音波情報の入力を受けて
、前記超音波情報と、前記操作内容及び／又は前記表示制御内容並びにこれらのタイミン
グを示すタイミング情報とを含む時系列情報を生成する生成部と、
　前記超音波情報と、前記操作内容及び／又は前記表示制御内容並びにこれらの前記タイ
ミング情報とを含む時系列情報の記憶がされる記憶部と、
　前記超音波情報を表示手段に表示させ、前記操作部を用いてなされた操作に基づいて前
記超音波情報の表示状態を変更する制御部と、
　前記時系列情報に基づいて前記操作内容を少なくとも含む処理手順を呈示する再生部と
、
　を有する医療装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明の実施形態は医療装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療装置は医療現場において広く普及しており、これを用いた診断、治療などが行われ
ている。この医療装置の中でも、超音波プローブを被検体に当て生体内に超音波を照射し
、反射波を超音波プローブで受信し、生体内の断層画像を作成、表示する超音波診断装置
がある。
【０００３】
　この超音波診断装置を操作し、診断に最適な超音波画像を得るためには、熟練を必要と
する。例えば、画像の明るさを調節するゲイン、画像の分解能や深部感度に関わる周波数
切り替え等、非常に多くのパラメータ設定が必要である。さらに、例えば、取得した超音
波画像を用いて計測を行う場合、行いたい計測のためのキーはどれなのか、どの手順で操
作を行えばよいのか等、操作者が覚えなければならないことが非常に多い。超音波診断を
古くから行っている医師は、経験を重ねることにより操作方法や手順を覚えているため、
これらの操作をスムーズに行うことができるが、経験の浅い医師にとっては大きな困難で
あり、一つ一つの操作方法やコツを熟練者に逐次教わることで超音波診断装置を用いた診
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断方法を学んでゆく。しかし、熟練者に時間的な余裕がない場合や、そもそも身近に熟練
者がいない場合は、学習が困難である。
　こういった現状に対して、装置の操作手順を記録および再現するものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－７２０８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来の技術は、超音波診断装置の操作を単に再現するものであり、どの
ような断面像が描出されている時にどのようなタイミングで超音波診断装置の操作を行う
のかが分からない。このため、経験の浅い医師が、超音波診断装置を用いて一人で診断で
きるようになるための学習を行うには情報が不十分である。
【０００６】
　この発明の実施形態は、上述した問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、超
音波診断装置の操作を学習することができる医療装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この実施形態による医療装置は、操作部と、被検体に対して超音波を送受信することに
より得られた超音波情報を表示手段に表示させ、前記操作部を用いてなされた操作に基づ
いて前記超音波情報の表示状態を変更する制御部と、前記操作部による操作内容、前記制
御部による表示制御内容及び前記超音波情報の入力を受けて、前記超音波情報と、前記操
作内容及び／又は前記表示制御内容並びにこれらのタイミングを示すタイミング情報とを
含む時系列情報を生成する生成部とを有する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】第１の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の一例を示す機能ブロック図であ
る。
【図２】第１の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の他の一例を示す機能ブロック図
である。
【図３】第１の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の変形例を示す機能ブロック図で
ある。
【図４】第１の実施形態の超音波診断装置の外観を示す斜視図である。
【図５】操作部の外観を示す平面図である。
【図６】超音波診断装置の起動時から超音波情報の取得の終了までの一例を示した時系列
図である。
【図７】データセットを生成する一連の制御の一例を示したフローチャートである。
【図８】データセットを生成する一連の制御の他の一例を示したフローチャートである。
【図９】第２の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の一例を示す機能ブロック図であ
る。
【図１０】データセットに基づいて、超音波情報および操作情報をそれぞれ呈示する一連
の制御の一例を示したフローチャートである。
【図１１】データセットに基づいて、表示部に超音波情報を表示し、操作パネルに操作情
報を呈示する一連の制御の他の一例を示したフローチャートである。
【図１２】データセットに基づいて、超音波情報および操作情報をそれぞれ呈示する時に
、表示部にガイダンス表示を伴う一連の制御の一例を示したフローチャートである。
【図１３】呼び出されたデータセットに基づいて、超音波情報および操作情報をそれぞれ
呈示する時に、表示部にガイダンス表示を伴う一連の制御の他の一例を示したフローチャ
ートである。
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【図１４】学習モードの再生制御を示したフローチャートの一例である。
【図１５】テストモードの再生制御を示したフローチャートの一例である。
【図１６】テストモードの再生制御を示したフローチャートの他の一例である。
【図１７】テストモードの再生制御を示したフローチャートのさらに他の一例である。
【図１８】第３の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の一例を示す機能ブロック図で
ある。
【図１９】第４の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の一例を示す機能ブロック図で
ある。
【図２０】第４の実施形態の超音波診断装置の外観を示す斜視図である。
【図２１】音声情報を含んだデータセットを生成する一連の制御の一例を示したフローチ
ャートである。
【図２２】データセットに基づいて、超音波情報、操作情報および音声情報をそれぞれ呈
示する一連の制御の一例を示したフローチャートである。
【図２３】第５の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の一例を示す機能ブロック図で
ある。
【図２４】第５の実施形態の超音波診断装置の外観を示す斜視図である。
【図２５】第６の実施形態の超音波診断装置の電気的構成の一例を示す機能ブロック図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
［第１の実施形態］
＜超音波診断装置＞
　まず、第１の実施形態の超音波診断装置１００について説明する。この超音波診断装置
１００は医療装置であって、操作者の操作履歴（操作情報）とそれと同期する超音波情報
とでデータセットを生成する生成部と、このデータセットを記憶する記憶部を有する。
【００１０】
＜超音波診断装置の制御構成＞
　次に、この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成について説明する。まずは、超
音波診断装置１００全体の制御構成について説明する。
【００１１】
（全体の制御構成）
　図１は、この実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成の一例を示す機能ブロック
図である。
【００１２】
　図１に示すように、超音波診断装置１００は、超音波プローブ１と、超音波送受信部２
２と、制御部２１と、操作パネル３と、エコー信号処理部２３と、画像生成部２４と、表
示部４と、データセット記憶部２６と、データセット生成部２５と、画像メモリ２８とを
含んで構成されている。
【００１３】
　超音波プローブ１は超音波送受信部２２を介して制御部２１を用いて制御される。超音
波送受信部２２は、超音波プローブ１が受信した反射波であるエコー信号などを超音波情
報として、例えば、エコー信号処理部２３に出力する。エコー信号処理部２３は、入力さ
れた超音波情報に対してゲインの調整などの表示制御を行い、画像生成部２４へ出力する
。また、画像生成部２４は、入力された超音波情報に対してモードの選択などの表示制御
を行い、表示部４へ出力、または、必要に応じて画像メモリ２８へ出力する。表示部４へ
出力された超音波情報は、必要に応じて図示しない表示制御部を介してガンマ調整などの
表示制御がされ、表示部４へ入力される。このとき、超音波送受信部２２、エコー信号処
理部２３および画像生成部２４の表示制御の内容がそれぞれデータセット生成部２５に出
力される。また、このときの表示制御部による表示制御の内容が、必要に応じてデータセ
ット生成部２５へ出力される。表示制御の内容、操作内容については、後に詳述する。
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【００１４】
　制御部２１は、超音波送受信部２２、エコー信号処理部２３および画像生成部２４を制
御する超音波診断装置１００の主制御部である。制御部２１は、画像生成部２４と、必要
に応じて超音波送受信部２２と、エコー信号処理部２３とを制御して、超音波情報から超
音波画像を抽出して表示部４にこの超音波画像を表示させる。これらのことにより、制御
部２１が時系列に動作することで、表示部４に表示される超音波画像の表示状態が変更さ
れる。また、制御部２１は必要に応じてデータセット生成部２５も制御する。また、制御
部２１は、例えば、操作パネル３から入力された信号に基づいて各部を制御する。この信
号は、例えば、操作パネル３に設けられたタッチコマンドスクリーン（以下、ＴＣＳとい
う）、ボタン、ツマミ、ダイヤルなどを操作することで出力される。このとき、操作パネ
ル３における操作の内容は、操作内容としてデータセット生成部２５に入力される。
【００１５】
　操作内容は、例えば、操作されたキーなどを特定する情報が挙げられる。この特定する
情報としては、具体的には、例えば、操作されたデバイスの種類の情報、操作されたデバ
イスの位置の情報などが挙げられる。操作されたデバイスの種類の情報としては、例えば
、ボタン、ツマミなどの操作デバイスの名称などが挙げられる。また、操作されたデバイ
スの位置の情報としては、操作デバイスの操作パネル３における位置情報などが挙げられ
る。また、特定する情報としては、例えば、特定の操作デバイスに、予め対応する番号な
どを割り当てておき、この対応情報を必要に応じて設けられた記憶部などに記憶しておい
てもよく、このとき、操作内容は、前記の番号が保存され、記憶部から呼び出された対応
情報に基づいて、操作されたキーなどが特定される。
【００１６】
　また、操作内容は、特定されたキーによる操作の内容を含んでいてもよい。この操作の
内容としては、例えば、特定されたキーなどがボタンであれば、押す操作等が挙げられる
。また、特定されたキーなどがツマミであれば、ツマミの位置、ツマミの回す量などが挙
げられる。また、特定されたキーなどがダイヤルであれば、ダイヤルの位置、ダイヤルを
回す量などが挙げられる。
【００１７】
　データセット生成部２５には、例えば、超音波送受信部２２から出力された超音波情報
と、超音波送受信部２２、エコー信号処理部２３、画像生成部２４などからそれぞれ出力
された表示制御の内容と、操作パネル３から出力された操作内容とがそれぞれ入力される
。データセットは、超音波送受信部２２より出力された超音波情報と、エコー信号処理部
２３および画像生成部２４からそれぞれ出力された制御の内容を少なくとも含む表示制御
内容と、操作パネル３から出力された操作内容とを含んで生成される時系列情報である。
また、データセットに含まれるこれらの情報、内容には必要に応じて、時間情報が付帯す
る。この時間情報に基づいて、取得、操作などがされた時刻、つまり、取得、操作などが
されたタイミングであるタイミング情報を得ることができる。また、超音波情報は、例え
ば、超音波送受信部２２に入力されたものであってもよいし、エコー信号処理部２３から
出力されたものであってもよいし、画像生成部２４から出力されたものであってもよい。
データセットは、前記に挙げた超音波情報の取得経路に応じて生成される。データセット
を生成する具体例については後に詳述する。
【００１８】
　データセット記憶部２６は、データセット生成部２５において生成したデータセットを
記憶する。データセット記憶部２６に記憶されるデータセットは、例えば、１つの記憶部
に、１つに統合されたデータセットとして、再現可能に記憶される。再現可能とは、デー
タセット記憶部２６に記憶されたデータセットを読み出すことで、超音波診断装置１００
における各部の動作などを再現できることをいう。例えば、ある時間を開始時間として時
間に沿って記憶されたデータセットを、時間に沿って読み出すことで、前記の開始時間か
らの超音波診断装置１００の動作が時間に沿って再現される。また、例えば、複数の記憶
部に、前記に挙げた、超音波情報、表示制御内容、操作内容などの各情報、内容を、それ
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ぞれ別個に記憶してもよく、この場合においては、この別個に記憶された各情報、内容が
対応することで、再現可能に記憶される。この各情報、内容の対応付けとしては、例えば
、各情報、内容に付帯する時間情報によって同時刻に取得された各情報、内容が対応付け
られる。また、この対応付けは、例えば、各情報、内容に付帯するタイミング情報によっ
てなされてもよく、例えば、所定のタイミングにおいて各情報、内容が対応付けられる。
また、各情報、内容が、時間に沿って記憶される場合において、または、それぞれ別個に
記憶される場合においては、データセットの生成処理をしなくても、データセット記憶部
２６に再現可能にデータセットが記憶されるのでデータセット記憶部２６は、例えば、デ
ータセット生成部２５を兼ねてもよい。
【００１９】
　次に、超音波プローブ１、超音波送受信部２２、エコー信号処理部２３、画像生成部２
４および表示部４の詳細について説明する。また、併せて、表示部４に超音波プローブ１
で受信した超音波情報が超音波画像情報として表示され、さらに、データセット生成部２
５に、超音波情報、表示制御の内容および操作内容が入力される流れについても説明する
。
【００２０】
　超音波プローブ１は、先端側に複数の超音波振動子が配列され、被検体である被験者等
の生体に超音波を送出し、生体組織の境界で反射される反射波をエコー信号として受信し
、エコー信号を装置本体に送信する。
【００２１】
　超音波送受信部２２は、超音波プローブ１の超音波振動子に超音波を送出させ、超音波
振動子が受信したエコー信号を検査結果として受信する。超音波送受信部２２には、例え
ば、遅延回路およびパルサ回路といった送信回路と、Ａ／Ｄ変換器、加算器といった受信
回路とを有する。
【００２２】
　また、超音波送受信部２２は、超音波プローブ１の超音波振動子に送出させる超音波の
周波数を切り換える手段としての機能を有する。この周波数の切り換えは、例えば、操作
パネル３に設けられたダイヤルなどを回すことによって行う。この操作によって、例えば
、高い周波数にすることで、表示部４に表示される超音波画像の解像度を高くすることが
できる。一方で、低い周波数にすることで、超音波の減衰を抑えることが可能となり、表
示部４に表示される超音波画像の撮影深度を深くすることができる。この機能により、高
い周波数で超音波プローブ１からの距離が近い部分の画像の解像度を高くし、低い周波数
にして遠い部分の画像の劣化を抑えることができる。このような超音波送受信部２２によ
る各制御の内容は、例えば、第１の表示制御の内容としてデータセット生成部２５に出力
される。
【００２３】
　エコー信号処理部２３は、超音波送受信部２２などから入力された超音波情報から診断
などに必要な情報を抽出して画像生成部２４に出力する。エコー信号処理部２３は、具体
的には、例えば、Ｂモード処理ユニットとドプラ処理ユニットとを含んでいる。Ｂモード
処理ユニットは、例えば、対数変換器、包絡線検波回路、アナログデジタルコンバータ（
Ａ／Ｄ）から構成されている。Ｂモード処理ユニットの処理の一例を挙げると、対数変換
器が、受信したエコー信号を対数変換し、包絡線検波回路が、対数変換器からの出力信号
の包絡線を検波する。この検波結果をアナログデジタルコンバータを介してデジタル化さ
れ検波データとし、検波データを画像生成部２４に出力する。一方、ドプラ処理ユニット
の処理の一例を挙げると、受信したエコー信号を周波数解析し、その解析結果やフィルタ
を用いて血流成分などを抽出し、平均速度、分散、及び、パワー等の血流情報を多点につ
いて求め、血流情報を画像生成部２４に送る。
【００２４】
　また、エコー信号処理部２３は、超音波プローブ１からの深さ方向のゲインを調整する
手段としての機能を有する。また、ドプラ処理ユニットは、血流情報から不要な周波数帯
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の信号をカットする手段としての機能を有する。この信号のカットは、操作パネル３から
の「フィルタ」の入力に基づいて行う。
【００２５】
　エコー信号処理部２３による制御、例えば、前記に挙げた、Ｂモード処理ユニット、ド
プラ処理ユニットなどによる各制御の内容は、例えば、第２の表示制御の内容としてデー
タセット生成部２５に出力される。
【００２６】
　画像生成部２４は、エコー信号処理部２３などから入力された超音波情報を画像処理し
て表示部４に表示可能な超音波画像情報を生成する。画像生成部２４は、例えば、エコー
信号処理部２３などで生成された検波データを空間分布情報に演算し、演算結果から超音
波断層像を示す画像データを生成して、診断用画像を表示部４に表示させる。また、血流
情報から、平均速度画像、分散画像、パワー画像、及び、それらの組み合わせ画像を示す
画像データを生成し、各診断用画像を表示部４に表示させる。
【００２７】
　また、画像生成部２４は、診断用画像を表示させるときに、画像データについてガンマ
補正を行う手段としての機能、画像間を補間することにより滑らかに変化する動画を表示
可能にする手段としての機能、画像を滑らかに変化させる手段としての機能を有する。こ
れらは、それぞれ操作パネル３からの「ガンマ補正」、「タイムスムーズ」、「スペーシ
ャルスムーズ」の入力に基づいて行う。また、この表示制御は、例えば、図示しない表示
制御部においてなされてもよい。この表示制御部には、例えば、画像生成部２４において
処理された超音波情報が入力される。
【００２８】
　前記に挙げたような、画像生成部２４による各制御は、例えば、第３の表示制御内容と
して、データセット生成部２５に出力される。また、表示制御部を含む場合にあっては、
図示しない表示制御部による各制御の内容が、例えば、第４の表示制御の内容として、デ
ータセット生成部２５に出力される。
【００２９】
　ここで、データセット生成部２５に入力される超音波情報は、データセットに記憶され
る制御内容に対応して表示部４に表示される超音波画像情報を含む。超音波情報は、超音
波送受信部２２において送受信したものであっても、前述した各部の制御によって処理さ
れたものであってもよい。これは、表示部４に表示される超音波画像情報は、超音波情報
から表示制御内容によって抽出されるからである。これは、例えば、データセット生成部
２５に入力される表示制御内容が、第１～３の表示制御の内容を含むときは、データセッ
ト生成部２５に入力される超音波情報は、例えば、エコー信号処理部２３に入力される第
１の超音波情報であることが好ましく、例えば、第１～３の表示制御の内容に対応する超
音波画像情報を含んで取得される。また、例えば、データセット生成部２５に入力される
表示制御内容が、第２の制御内容および第３の表示制御の内容を含み、第１の表示制御の
内容が含まれないときは、データセット生成部２５に入力される超音波情報は、例えば、
超音波送受信部２２において処理され出力された第２の超音波情報であることが好ましく
、例えば、第２および第３の表示制御の内容に対応して表示部４に表示される超音波画像
情報を含んで取得される。また、例えば、データセット生成部２５に入力される表示制御
内容が、第３の表示制御の内容を含み、第１の表示制御の内容および第２の制御内容が含
まないときは、データセット生成部２５に入力される超音波情報は、例えば、エコー信号
処理部２３において処理され出力された第３の超音波情報であることが好ましく、例えば
、第３の制御内容に対応する超音波画像情報を含んで取得される。また、第１～３の表示
制御の少なくとも一部は、操作パネル３による操作にもとづいて行われるので、取得され
る超音波情報は、操作パネル３による操作情報に対応して表示部４に表示される超音波画
像情報も含む。
【００３０】
　表示部４は、ＣＲＴ（ｃａｔｈｏｄｅ ｒａｙ ｔｕｂｅ）やＬＣＤ（ｌｉｑｕｉｄ ｃ
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ｒｙｓｔａｌ ｄｉｓｐｌａｙ）などにより構成され、表示画面に診断用画像などを表示
する。表示部４に表示される超音波画像情報は、画像生成部２４から入力される。
【００３１】
　画像メモリ２８は、画像生成部２４で扱う画像データを、記憶するためのものである。
画像メモリ２８は、生成された画像データを逐一記憶し、記憶された画像データは、例え
ば、フリーズ像形成などに利用される。
【００３２】
　操作パネル３は、操作者などによって操作されることで、制御部２１に所定の信号を入
力する。操作パネル３を用いて所定の操作をすることで、制御部２１を介して、例えば、
超音波送受信部２２、エコー信号処理部２３、画像生成部２４、データセット生成部２５
などが制御される。操作パネル３による操作は、例えば、超音波送受信部２２が超音波の
反射波を受けた時に行う、超音波送受信部２２を制御する第１の操作であり、この第１の
操作の少なくとも一部は、例えば、前記の第１の表示制御に対応する。また、例えば、エ
コー信号処理部２３に、超音波送受信部２２などから超音波情報が入力されたときに、エ
コー信号処理部２３を制御する第２の操作であり、この第２の操作の少なくとも一部は、
例えば、前記の第２の表示制御に対応する。また、例えば、画像生成部２４に、エコー信
号処理部２３などなどから超音波情報が入力されたときに、画像生成部２４を制御する第
３の操作であり、この第３の操作の少なくとも一部は、例えば、前記の第３の表示制御に
対応する。
【００３３】
　このように、超音波診断装置１００は、超音波プローブ１に超音波を発生させ、その反
射波を受ける超音波送受信部２２と、受信した反射波を基に操作パネル３などからの第３
の操作に応じた制御内容で、この反射波を処理して超音波画像を含む超音波情報を生成し
、この超音波画像を表示させる画像生成部２４を少なくとも含む。このとき、データセッ
ト記憶部２６には、第３の操作と、第３の操作を特定する情報（操作デバイスの種類、位
置など）とを含む操作内容と、操作内容に含まれる第３の操作に対応して表示部４に表示
される超音波画像を含む超音波情報とが、経過する時刻の順に取得され、再現可能に保持
される。
【００３４】
　また、超音波診断装置１００は、受信した反射波を基に操作パネル３などからの第２の
操作に応じた制御内容で、この反射波を処理して診断などに必要な情報を抽出するエコー
信号処理部２３を含む。このとき、データセット記憶部２６には、第２の操作と、第２の
操作を特定する情報（操作デバイスの種類、位置など）とを含む操作内容と、操作内容に
含まれる第２の操作に対応して表示部４に表示される超音波画像を含む超音波情報とが、
経過する時刻の順に取得され、再現可能に保持される。
【００３５】
　また、超音波診断装置１００は、受信した反射波を基に操作パネル３などからの第１の
操作に応じた制御内容で、送受信を行う。このとき、データセット記憶部２６には、第１
の操作と、第１の操作を特定する情報とを含む操作内容と、操作内容に含まれる第１の操
作に対応して表示部４に表示される超音波画像を含む超音波情報とが、経過する時刻の順
に取得され、再現可能に保持される。
【００３６】
　制御部２１は、前述したように、例えば、入力手段である操作パネル３からの入力を受
け付けその入力に基づいて、または、予め記憶されている制御プログラムに基づいて、超
音波診断装置１００の各部の駆動制御を行う。また、制御部２１は、その機能を実現する
ために、ＣＰＵ（図示せず）と、制御プログラム及びそのプログラムを実行するときに必
要な各種データ及びテーブルを記憶すると共に、各種のプログラムを実行するときのワー
クエリアを構成するシステムメモリ（図示せず）と、を含んで構成される。
【００３７】
（データセット生成部およびデータセット記憶部の制御構成）
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　図２は、この実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成の詳細を示す機能ブロック
図である。
【００３８】
　図２に示すように、データセット生成部２５は、表示制御内容取得部２５ａと、超音波
情報取得部２５ｂと、操作情報取得部２５ｃとを含む。表示制御内容取得部２５ａには、
画像生成部２４から出力された表示制御の内容を少なくとも取得し、必要に応じて、超音
波送受信部２２から出力された表示制御の内容と、エコー信号処理部２３から出力された
表示制御の内容とを取得する。また、超音波情報取得部２５ｂは、画像生成部２４から表
示部４に出力された超音波情報、必要に応じて、超音波プローブ１から超音波送受信部２
２に出力された超音波情報、エコー信号処理部２３から画像生成部２４に出力された超音
波情報および画像メモリ２８に保持された超音波情報のうちのいずれかの超音波情報を取
得する。また、操作情報取得部２５ｃは、操作パネル３から出力された操作情報を取得す
る。取得された、これらの内容、情報は、例えば、データセット生成部２５の内部におい
て統合される。例えば、操作情報取得部２５ｃにおいては、各部から取得した各表示制御
の内容を統合して、１の表示制御内容とすることができる。この統合は、例えば、対応情
報として各表示制御の内容に付帯して記憶された時間情報を用い、各表示制御の内容を、
取得された時刻が一致するようにして統合する。また、必要に応じて、前記の情報、内容
が取得された時刻であるタイミング情報を取得するタイミング情報取得部を設けてもよい
。また、データセット生成部２５は、例えば、表示制御内容と、超音波情報と、操作情報
とを、例えば、それぞれに付帯している時間情報を用いて前記と同様にして統合すること
ができる。また、表示制御内容取得部２５ａ、超音波情報取得部２５ｂおよび操作情報取
得部２５ｃは、データセット生成部２５とは独立した取得部として超音波診断装置１００
に設けられてもよい。
【００３９】
　ここで、操作情報とは、例えば、超音波診断装置１００への操作内容を特定する情報で
ある。これは、例えば、操作された操作デバイスの種類、位置などによって特定される。
ここで、操作内容とは、例えば、キーヒストリーなどが挙げられ、例えば、操作パネル３
における操作キー入力の履歴などが挙げられる。また、操作情報は、前記の操作パネル３
による各操作キーによる操作内容のみならず、超音波診断装置１００のあらゆる操作を含
む。
【００４０】
　操作情報は、例えば、次にようにして生成される。この場合には、操作が操作パネル３
によって行われたことを想定する。操作パネル３に設けられている、スイッチなどの操作
デバイスに予め番号、文字列などを付与して、これを任意の記憶部に記憶させておく。次
に、操作パネル３の操作デバイスが操作されると、例えば、この操作デバイスに付与され
た番号が操作情報取得部２５ｃへ出力されることで、この番号が操作デバイスに対応する
操作情報となる。また、例えば、操作デバイスによってされた操作に同様に付与した番号
、文字列などを記憶させておき、この番号、文字列などが操作情報取得部２５ｃへ出力さ
れることで、この番号、文字列などが操作の種類に対応する操作情報となる。操作の種類
としては、例えば、ボタンを押す、ロータリスイッチを回すなどのスイッチ操作、ツマミ
などをボリュームスイッチを回すなどのボリューム操作が挙げられる。また、例えば、操
作デバイスの操作量に同様に付与した、数量、番号、文字列などを記憶させておき、この
数量、番号、文字列などが操作情報取得部２５ｃへ出力されることで、この数量、番号、
文字列などが操作量に対応する操作情報となる。操作量としては、例えば、ロータリスイ
ッチにおけるスイッチ接点の位置、ボリュームの回転量などが挙げられる。また、例えば
、操作デバイスに対応する操作情報と、操作の種類に対応する操作情報および／または操
作量に対応する操作情報とを含む、カンマ区切りデータ、配列データなどの複合データを
操作情報取得部２５ｃが取得することで、操作デバイスの特定と、この操作デバイスによ
ってなされた操作の種類、操作量などの特定がされる。
【００４１】
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　ここで、超音波情報とは、被検体に対して超音波を送受信することにより得られるもの
であって、表示部４に表示可能な超音波画像情報を少なくとも含む。超音波情報は、例え
ば、超音波プローブ１を用いて取得される。また、超音波情報は、例えば、超音波情報に
含まれる超音波画像情報からなるものであってもよい。超音波画像情報は、具体的には、
例えば、表示部４に表示される超音波情報のうち、画像を構成する部分をいう。超音波画
像情報は、静止画像と動画像との両方を含み、これらは、使用形態によって適宜選択する
。超音波情報は、例えば、時間情報とともにデータセットとして記録される。
【００４２】
　また、表示制御内容とは、制御部２１を制御することよって、超音波情報を表示部４に
表示させる制御内容である。表示制御内容は、例えば、制御部２１によって、少なくとも
画像生成部２４が制御され、表示部４に超音波画像及び／又は超音波情報を表示するとき
の制御の内容である。この画像生成部２４における表示制御内容と、エコー信号処理部２
３から画像生成部２４に対して出力された超音波情報とを、例えば、時間に沿って取得す
ることによって、超音波画像及び／又は超音波情報の動画情報を知ることができる。また
、例えば、超音波情報が超音波送受信部２２からエコー信号処理部２３に対して出力され
るものである場合には、表示制御内容は、エコー信号処理部２３における表示制御内容を
更に含む。また、例えば、超音波情報が超音波プローブ１から超音波送受信部２２に対し
て出力されるものである場合には、表示制御内容は、超音波送受信部２２における表示制
御内容と、エコー信号処理部２３における表示制御内容とを更に含む。また、表示制御内
容は、操作内容に含まれてもよく、この場合の表示制御内容は、例えば、操作パネル３か
ら制御部２１への入力に対応してなされた表示制御の時系列情報となる。一方で、表示制
御内容と操作内容とが別個に保存される場合には、例えば、操作パネル３からの入力に対
して制御部２１が遅れて動作をする場合、また、当該入力を制御部２１がキャンセルする
ようなフェールセーフが働く場合など、操作パネル３から制御部２１にされた入力に、表
示制御が対応しない場合に対応する。
【００４３】
　時間情報とは、例えば、日付情報、時刻情報、タイミング情報などを含む。時間情報は
、現実の時間情報に限られず、例えば、新たに定義された時間情報などを用いてもよい。
この新たに定義された時間情報としては、例えば、前記の開始タイミングを基準とした時
間経過情報であってもよいし、超音波診断装置１００上における時刻であってもよい。つ
まり、超音波情報（超音波画像）と、操作パネル３における操作、すなわち操作情報との
時間関係が、診断時の時間関係と同じであればよい。また、タイミング情報としては、例
えば、操作パネル３に設けられたボタン操作、ダイヤル操作などの操作がされたタイミン
グ、超音波プローブ１を操作したタイミングなどを含む。ここで、超音波プローブ１の操
作情報とは、例えば、操作部を有するプローブにおいて、この操作部を操作した情報等が
挙げられる。操作部を有するプローブとしては、例えば、経食道プローブが挙げられ、こ
の経食道プローブにはプローブ先端部を動かすための操作部が設けられている。時間情報
は、前述のように情報、内容に付帯して取得されるが、これに限定されるものではなく、
時間情報を、取得、記憶する時間情報取得部、時間情報記憶部をそれぞれ新たに設けても
よい。
【００４４】
　データセット生成部２５による、データセット生成の一例を挙げると、例えば、記録開
始指示が行われた時点からの、超音波情報と、表示制御内容とを時間に沿って取得し、操
作パネル３によって操作がされた場合に、操作がされた時刻である時間情報とその操作内
容とを、例えば、時間情報を操作内容に付帯して取得する。これらの情報、内容は、この
時間情報に基づいてデータセット生成部２５における取得時刻が対応するようにして統合
される。
【００４５】
　また、データセット生成部２５は、例えば、表示部４に超音波画像を表示する際の制御
内容を取得する表示制御内容取得部２５ａと、超音波情報を取得する超音波情報取得部２
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５ｂと、操作情報を取得する操作情報取得部２５ｃとを独立に有していてもよい。データ
セット生成部２５において生成されるデータセットは、例えば、以下のような態様が挙げ
られる。まず第１に、超音波情報を時間に沿って連続して取得し、前記時間において操作
入力があった時刻に、時間情報に対応した操作情報を併せて取得する態様が挙げられる。
また、第２には、超音波情報を、ある時間間隔または対応する情報に応じて離散的に取得
し、操作が入力された場合に、その超音波情報に対応する操作情報も併せて記憶する態様
が挙げられる。
【００４６】
　また、超音波診断装置１００は、サブデータセットを生成するサブデータセット生成部
２５ｓが含まれていてもよい。
　図３は、この実施の形態の超音波診断装置１００の電気的構成の変形例を示す機能ブロ
ック図である。図３に示すように、この超音波診断装置１００はサブデータセット生成部
２５ｓを含む。サブデータセットとは、データセットを構成するための単位データセット
である。サブデータセット生成部２５ｓにおいて生成したサブデータセットはデータセッ
ト生成部２５またはデータセット記憶部２６に出力され、この場合においては、単位デー
タセットであるサブデータセットが、所定の条件で並ぶことでデータセットが生成する。
この所定の条件としては、例えば、時間が挙げられ、サブデータセットが時系列で並ぶ事
でデータセットが生成する。このサブデータセットは、例えば、１の超音波情報に対応す
る１の操作情報、１の表示制御内容などの１の情報が付加することで生成される。ここで
、「１の」とは、「１つの」に限定されるものではなく、１組などであってもよい。また
、サブデータセット生成部２５ｓは、例えば、データセット生成部２５の内部に含まれて
設けられていてもよいし、データセット生成部２５の外部に設けられていてもよい。サブ
データセット生成部２５は、例えば、データセット２５と同様にして、複数の取得部を含
んでいてもよく、必要に応じて適宜構成される。
【００４７】
　データセット記憶部２６は、データセット生成部２５において生成したデータセットを
記憶する部分である。データセット記憶部２６は、例えば、一つの記憶部から構成されて
いる。この場合においては、例えば、超音波情報に表示制御内容と操作情報とが付加され
たデータセットがデータセット生成部２５で生成され、このデータセットがデータセット
記憶部２６に記憶される。また、データセットは、表示制御内容を含まない形態であって
もよく、この場合、超音波情報と操作情報とには、時間情報が共通に対応付けられる。デ
ータセットは、具体的には、例えば、ある時刻における、超音波診断装置１００の操作情
報と超音波情報と制御部２１によって表示部４を制御した表示制御内容とを１つのデータ
セットとして記憶してもよいし、超音波情報と前記のようにして取得された表示制御内容
と操作内容とをそれぞれ独立して時系列で取得してもよい。また、データセット記憶部２
６はデータセット生成部２５を兼ねることもできる。具体的には、例えば、データセット
２６の外部に設けられたデータセット記憶部２６ｓにおいて生成したサブデータセットを
、データセット記憶部２６において時系列に記憶することでデータセットが生成する。ま
た、例えば、時間に沿って連続的に取得した複数の情報を、データセット記憶部２６にお
いて時刻に対応するようにして記憶することでデータセット記憶部２６においてデータセ
ットが生成する。
【００４８】
　また、データセット記憶部２６は、例えば、超音波情報記憶部２６ａと操作情報記憶部
２６ｂとを有していてもよい（いずれも図示せず）。このとき、超音波情報記憶部２６ａ
と操作情報記憶部２６ｂとには、操作情報と、超音波情報とがそれぞれに記憶される。こ
れらの上方には、例えば、時間情報が付帯している。また、データセット記憶部２６は、
表示制御内容記憶部２６ｃを有していてもよく、この場合、超音波情報記憶部２６ａと操
作情報記憶部２６ｂとには、時間情報を付加せずに各情報が記憶される。このデータセッ
トは、時間情報が付加されて統合された１つのデータ情報のみならず、複数の情報を有し
て構成されたデータ情報群も含む。具体的には、例えば、前者が、複数の情報の時系列情
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報がそれぞれ並列に記録されたファイルなどが挙げられ、後者が、複数のファイルが格納
されたフォルダ、複数のファイルが格納された圧縮ファイルなどが挙げられる。
【００４９】
　また、データセット記憶部２６は、対応情報記憶部２６ｄをさらに有してもよい（図示
せず）。この場合、対応情報記憶部２６ｄは、例えば、データセット記憶部２６に記憶さ
れている内容、情報に対応する情報を記憶している。対応情報は、例えば、前記の記憶さ
れた情報に対応した、番号、記号などであり、例えば、超音波情報が、操作情報に基づい
て、表示制御がなされ、表示部４に超音波画像が表示される場合、これらの超音波情報と
表示制御内容と操作情報とには、対応情報として同じ番号が振られる。
【００５０】
　データセット記憶部２６が複数の記憶部よりそれぞれ構成され、取得した情報がそれぞ
れ独立して記憶される場合にあっては、取得した情報をデータセット記憶部２６にまず記
憶させてから、データセット生成部２５によってデータセットを生成してもよい。つまり
、データセット記憶部２６に記憶された各情報を複数読み出して、データセットを生成す
る。このとき、データセット記憶部２６に記憶された情報が時系列に並んだ時系列情報と
して記憶されている場合には、この時系列情報を読み出して生成することが好ましい。具
体的には、操作情報の時系列情報と、超音波情報の時系列情報とを読み出し、これらの時
間情報を一致させて統合して生成する。時系列情報の生成は、例えば、操作パネル３に設
けられた複数のキーのうち、所定のキーが操作されて行われる。この所定のキーは、例え
ば、ＧＥＮＥＲＡＴＥボタンなどが挙げられる。このＧＥＮＥＲＡＴＥボタンは、例えば
、制御部２１による操作によってデータセット生成部２５にデータセットの生成を開始さ
せるための専用のボタンである。
【００５１】
　制御部２１は、例えば、記録開始指示が行われた時点からデータセット記憶部２６へ、
時間情報と操作情報とが付加された超音波情報の記録を開始する。つまり、超音波情報と
操作情報とは、同一時刻において取得が開始され各記憶部に取得時間とともに記憶される
。この記録開始指示は、例えば、所定の操作がなされたこと、所定の信号入力がなされた
こと、所定の態様が継続したことなどを記録の開始タイミングとする指示であることが好
ましく、これらの例に挙げられるような、所定の開始タイミングについては後に詳述する
。
【００５２】
　また、制御部２１は、データセット記憶部２６に前記の記録がなされている場合に、記
録終了指示が行われた時点でデータセット記憶部２６への記録を終了する。この記録終了
指示は、例えば、所定の信号入力がなされたこと、所定の操作などがなされたことなどを
記録の終了タイミングとする指示であることが好ましく、これらの例に挙げられるような
、所定の終了タイミングについては後に詳述する。
【００５３】
　このように、制御部２１を用いて記録された情報のうち、超音波情報は、例えば、時間
方向において連続的に記録された時系列情報であっても、時間方向における操作の変化が
時系列方向に離散的に記録された情報であってもよいが、データ容量の関係から離散的に
記録された時系列情報であることが好ましい。また、離散的に記録された時系列情報と連
続的に記録された時系列情報を同時に記録する場合、例えば、操作パネル３の操作情報と
、前述した超音波プローブ１の操作情報とを同時に記録する場合にあっては、それぞれの
操作情報を別個に記録し、超音波情報とともに統合してデータセットとすることが好まし
い。この場合、超音波情報に時間情報と２つの操作情報とが付加された、一つのデータセ
ットとしてデータセット記憶部２６に記憶される。このように、超音波情報を連続的に記
録された時系列情報とすることで、操作の前後によって、表示部４に表示される超音波画
像がどのように変化するかを記録することができる。一方で、「診断開始」および「診断
終了」を示す操作は、超音波診断装置１００を使用する病院や操作者によって異なること
が想定されるため、前記に挙げたような、記録開始及び記録終了を示す動作は、操作者が
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装置上で設定できるようにしてもよい。
【００５４】
　所定の開始タイミングは、制御部２１が、各記憶部への各情報の記録を開始するタイミ
ングである。このタイミングは、例えば、以下のようなものが挙げられる。まず、第１の
例としては、操作パネル３を用いて所定の開始操作が行われたタイミングである。この開
始操作は、例えば、被験者情報登録完了操作などが挙げられる。また、第２の例は、表示
部４に表示される超音波画像の表示状態が所定の状態となったタイミングである。このタ
イミングは、例えば、表示部４に、ホワイトノイズ以外の信号が入力されたタイミング、
表示部４に表示された画像にあらかじめ設定された閾値以上の輝度変化が生じたタイミン
グなどが挙げられる。また、第３の例は、操作パネル３などに設けられた複数のキーのう
ち、所定のキーが操作されたタイミングなどである。この所定のキーは、例えば、記録開
始ボタンなどが挙げられる。この記録開始ボタンは、例えば、制御部２１による、各記憶
部への各情報の記録を開始させるための専用のボタンである。
【００５５】
　所定の終了タイミングは、制御部２１が、各記憶部への各情報の記録を終了するタイミ
ングである。このタイミングは、例えば、以下のようなものが挙げられる。まず、第１の
例としては、操作パネル３を用いて所定の終了操作が行われたタイミングである。この終
了操作は、例えば、操作パネル３などに設けられた複数のキーのうち、所定の操作がされ
たタイミングである。この所定の操作は、例えば、所定のキーの操作が挙げられる。この
所定のキーは、例えば、記録終了キーなどが挙げられる。この記録終了キーは、例えば、
制御部２１による各記憶部への各情報の記録を終了させるための専用のキーである。また
、第２の例は、前記の所定の操作が、例えば、表示部４に表示された超音波情報（超音波
画像）をフリーズ操作であって、このフリーズ操作によって静止画表示へと変更させてか
ら所定の時間経過させたタイミングである。フリーズ操作は、例えば、表示部４に表示さ
れた超音波情報（超音波画像）の表示状態を動画表示から静止画表示に変更する操作をい
い、このフリーズ操作は、例えば、操作パネル３に設けられた複数のキーのうち、所定の
キーが操作されることで行われる。この所定のキーは、例えば、フリーズ操作キーなどが
挙げられる。このフリーズ操作キーは、例えば、制御部２１による、表示部４に表示され
た超音波情報（超音波画像）を動画像から静止画表示へと変更させるための専用のキーで
ある。また、第３の例としては、例えば、表示部４に表示される超音波画像の表示状態が
所定の状態となってから所定の時間が経過したタイミングである。この所定の状態は、例
えば、表示部４に、ホワイトノイズパターンが表示された状態であることをいう。
【００５６】
　次に、取得されたデータの記憶態様について説明する。取得された情報から前記のよう
にデータセットが生成される。データセットは、汎用コンピュータにて作成・編集・保存
可能なフォーマット、例えば、テキスト、ＨＴＭＬ（Ｈｙｐｅｒ Ｔｅｘｔ Ｍａｒｋｕｐ
 Ｌａｎｇｕａｇｅ）などの形式のファイルとして、該当する記憶部などに時系列で記憶
される。このとき、データセットは、対応する情報を、１つの情報に対応する情報を１つ
に纏めたサブデータセットを生成した順番に記憶してもよいし、情報ごとに時間に沿って
取得し、これらを、時間を対応させて１つに纏めて記憶してもよい。
【００５７】
　データセットは、前記に挙げたような汎用コンピュータにて作成・編集・保存可能なフ
ォーマットであることが好ましい。このとき、データセットの構成は、例えば、データベ
ース形式で保存される。このデータベースは、例えば、取得された複数の情報はデータテ
ーブルとしてそれぞれ格納されることで構成される。また、データセットは、例えば、グ
リッド・コントロールとあらかじめデータ連結されており、データセット内の情報を表示
装置などにグリッド・コントロールとして表示することができる。これにより、例えば、
データセット内の時系列情報を簡易に把握することができる。
【００５８】
　また、データセットが保存されるデータベースは、通常においては他のデータベースと
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は独立して設けられるが、これに限定されるものではなく、例えば、通常の被験者データ
が保存されているデータベースと同じデータベースに保存されていてもよい。また、この
データベースは、例えば、通常の被験者データなどの複数の情報から、データセットが表
示される構成を有していることが好ましい。これは、例えば、操作情報、時間情報、表示
制御内容のうちの少なくとも１つが超音波情報に付加されて保存されていることを条件に
した検索を自動で行ったり、データセットそのものに何らかの特徴的なデータを付加して
タグ付けしておいたりなどすることで、データセットを選択的に表示することができる。
このように構成されることで、検索者は、被験者データなどの膨大データの中からデータ
セットを探し出す手間をかける必要がない。また、データセットは、例えば、貼付け、添
付、リンク、複数のファイルの統合（圧縮）などの手法を用いて、複数のデータセットを
１つのファイル、フォルダなどに統合することもできる。
【００５９】
　また、各記憶部に記憶されるファイル、フォルダなどは、管理の簡易化、ファイルアク
セスの高速化のために、例えば、日付情報、操作者情報または被験者情報など、または、
それらの情報の組み合わせによる階層（またはフォルダ）構造、或いは、ファイル名で管
理される。また、各記憶部に割り当てられた容量を超えて情報が出力された場合には、例
えば、制御部２１は、各記憶部に対し古いものから順に削除して新規のファイルを保存す
る。また、操作者の要求によって、制御部２１は、操作情報または操作情報を含むデータ
セットを、図示しない外部記憶装置に保存することや、ネットワークを介して他のサーバ
や装置に保存することが可能である。なお、外部記憶装置とは、ＨＤＤ（ｈａｒｄ ｄｉ
ｓｋ ｄｒｉｖｅ）、ＭＯ（ｍａｇｎｅｔｏ－ｏｐｔｉｃａｌ ｄｉｓｃ）、ＣＤ（ｃｏｍ
ｐａｃｔ ｄｉｓｋ）、ＤＶＤ（ｄｉｇｉｔａｌ Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ ｄｉｓｃ）あるい
はフラッシュメモリなど汎用コンピュータで利用可能な記憶媒体のことをいう。
【００６０】
　このように、データセット記憶部２６には、超音波診断装置１００の操作情報と超音波
情報とを時間に沿って取得することで１つのデータセットとして記憶することができる。
これにより、超音波診断装置１００を熟練者が操作した時の、操作情報、その操作時にお
ける超音波画像を時系列で記録することができる。また、例えば、超音波画像の代わりに
、超音波情報と表示制御内容とを記録してもよい。また、例えば、このデータセットに記
録された情報に基づいて、超音波診断装置１００を操作することによって、初心者が超音
波診断装置の操作を学習することができる。
【００６１】
＜超音波診断装置の装置構成＞
　次に、前記で示したような電気的構成を有する超音波診断装置１００の実際の装置構成
の一例について説明する。
【００６２】
（装置の全体構成）
　まず、超音波診断装置１００の全体構成について説明する。
　図４は、超音波診断装置１００の外観を示す斜視図である。
　図４に示すように、超音波診断装置１００は、装置本体部２と、超音波プローブ１と、
操作パネル３と、表示部４とを有して構成されている。操作パネル３および表示部４は、
装置本体部２にそれぞれ据付けられており、超音波プローブ１は装置本体部２に接続され
ている。装置本体部２内部には、制御部２１、超音波送受信部２２、エコー信号処理部２
３、画像生成部２４、画像メモリ２８、データセット記憶部２６などを含む（いずれも図
示せず）。
【００６３】
（操作パネルの構成）
　次に、操作履歴が操作情報として記録される操作パネル３の構成の一例について詳しく
説明する。
　図５は操作パネル３（操作部）の外観を示す平面図である。
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【００６４】
　図５に示すように、操作パネル３は、複数のスイッチで構成されるスイッチ部３２およ
び入力画面表示装置であるＴＣＳ３３で構成される。また、スイッチ部３２の各スイッチ
のそれぞれに対応するランプであるＬＥＤ３４（図示せず）が設けられている。ＴＣＳ３
３は、表示される画面に各種情報或いは各種入力を行うための操作キーを表示する。この
操作パネル３を用いて記録される操作情報は、例えば、スイッチ部３２の各スイッチ及び
ＴＣＳ３３に表示される各操作キーについての操作情報であって、少なくとも操作キーを
示す操作キー名称（または、操作キーに対応するコマンドを示すコマンド情報）を含む。
【００６５】
　また、操作パネル３は、操作者が、Ｂモード表示、或いは、カラードップラ表示などの
表示モードの選択、診断用画像の画質に関わるパラメータ（以下、画像パラメータという
）、各種指示、被験者名、操作者、パスワードなどを入力情報として入力するためのもの
で、各入力情報を入力するために上記のスイッチ部３２の各スイッチ、または、ＴＣＳ３
３に表示される操作キーが割り当てられている。
【００６６】
　ＴＣＳ３３は、表示画面を有し、表示制御部に制御されて、その表示画面に複数の操作
キーを入力可能に表示する複数の操作画面を選択的に切換えて表示する。ＴＣＳ３３の動
作は、例えば、システムメモリに複数の画面情報を予め記憶しておき、図示しない表示制
御部に制御されて、その画面情報に基づいて表示画面に複数の操作キーを表示する。また
この表示制御部は、スイッチ類３５（操作キー）のうち特定のキーに対応するＬＥＤ３４
などを点灯または点滅させることによって報知表示することができる。各画面情報は、背
景の表示色などを含む背景デザイン情報、それぞれの操作キーについての表示位置情報、
形状、文字及び表示色などを含む操作キーデザイン情報、その操作キーに対応付けられた
コマンド情報などを含んでいる。また、操作画面の切換えは、切換要求に応じて制御部２
１が、操作画面を切り換える。切換要求は、例えば、表示画面に表示された切換用の操作
キーや切換用に割り当てられたスイッチ類３５に含まれる特定のキーなどにより入力する
。
【００６７】
　また、スイッチ部３２の各スイッチについて、画像パラメータの入力を例として説明す
る。
【００６８】
　スイッチ３３１は、表示モードのうちＢモードを選択するためのもので、具体的には、
例えば、所謂プッシュスイッチからなり、操作者が押下することによりＢモード選択の入
力を行うことができる。また、符号を付して示さないが、他の表示モードの選択を行うた
めのスイッチが配置されている。これらの表示モードは、画像パラメータの一つである。
また、図示しないが、スイッチ３３１に対応するＬＥＤ３４が、例えば、スイッチ３３１
の釦部分中央または近傍に配置されている。また、図示しないが他のスイッチについても
同様に各スイッチに対応するＬＥＤ３４が、そのスイッチの釦部分やつまみ部分の中央ま
たはスイッチ近傍に配置されている。
【００６９】
　スイッチ３３２は、画像パラメータ「ＳＴＣ」の入力を行うためのスイッチである。ス
イッチ３３２は、例えば、８つのボリュームスイッチからなり、操作者が各ボリュームス
イッチの位置を変化などさせることにより、各深さのゲインが調整される。この操作は、
例えば、各ボリュームスイッチの位置を調整することにより、例えば画像の深さ方向の明
るさを均一に表示することが可能となる。
【００７０】
　スイッチ３３３は、画像パラメータ「ゲイン」の入力を行うためのスイッチである。ス
イッチ３３３は、例えば、ロータリスイッチからなり、操作者が回転させることなど
により、その回転量に応じてゲインが調整される。
【００７１】
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　スイッチ３３４は、画像パラメータ「マルチ周波数」の入力を行うためのスイッチであ
る。例えばパドルスイッチからなり、上下（スイッチの方向によっては左右）のいずれか
の方向に押すことにより、超音波プローブ１から送出される超音波の周波数が切り換えら
れる。
【００７２】
　スイッチ３３５は、例えばパドルスイッチからなり、上下（スイッチの方向によっては
左右）のいずれかの方向に押すことにより、複数の画像パラメータが予め設定された値に
変更される。
【００７３】
　スイッチ３３６は記録開始ボタンである。このスイッチ３３６を、例えば、押下するこ
とによって、例えば、記録開始の指示を入力することができる。記録開始の指示とは、例
えば、データセット生成部２５への情報の取得の開始の指示、データセット記憶部２６の
記憶の開始を指示などである。また、スイッチ３３７は記録終了ボタンである。このスイ
ッチ３３７を、例えば、押下することによって、例えば、記録終了の指示を入力すること
ができる。記録終了の指示とは、例えば、データセット記憶部２６の記憶の終了を指示な
どが挙げられる。また、スイッチ３３８は再生開始ボタンであって、このスイッチ３３８
を、例えば、押下することによって、例えば、再生開始の指示を入力することができる。
再生開始の指示とは、例えば、データセット記憶部２６に記憶されたデータセットの再生
の開始の指示などである。スイッチ３３９はＧＥＮＥＲＡＴＥボタンであって、このスイ
ッチ３３８を、例えば、押下することによって、操作情報の時系列情報と、超音波情報の
時系列情報とを読み出し、これらの時間情報を一致させて統合しデータセットを生成する
。
【００７４】
　また、他の画像パラメータ「ガンマ補正」、「フィルタ」、「タイムスムーズ」または
「スペーシャルスムーズ」について、詳細には記さないが同様にスイッチが割り当てられ
ている。また、ＴＣＳ３３に操作キーを表示するようにしてその操作キーを画像パラメー
タの入力に割り当ててもよい。
【００７５】
　このように、操作パネル３には、極めて多数のスイッチ部を有し、その操作は非常に複
雑である。また、超音波診断装置１００の一般的な診断方法は、超音波画像が表示されて
いる表示部４を凝視しながら、一方の手で超音波プローブ１を持ち、他方の手で操作パネ
ル３を操作する。このため、装置の操作を習熟するのは非常に困難であるという超音波診
断装置特有の問題が生じることがわかる。また、操作パネル３におけるボタン等の構成、
配置等は、前記のものに限定されるものではなく、使用態様によって構成、配置を適宜選
択することができる。
【００７６】
＜超音波診断装置の制御＞
　次に、超音波診断装置１００を制御してデータセットを生成し、このデータセットに基
づいて、超音波診断装置１００を制御する制御フローについて説明する。
【００７７】
　図６は、超音波診断装置１００の起動時から超音波情報の取得の終了までの一例を示し
た時系列図である。
【００７８】
　図６に示すように、超音波診断装置１００の起動時（時刻ｔ＝ｔＡ）において表示部４
に表示されている画像はホワイトノイズパターンである。次に、時刻ｔ＝ｔＢにおいて調
整操作Ａがなされ、表示部４からはホワイトノイズパターンが消失し超音波情報（超音波
画像）が表示される。次に、時刻ｔ＝ｔＣにおいて調整操作Ｂがなされ、表示部４に表示
される超音波情報（超音波画像）が明瞭となる。次に、時刻ｔ＝ｔＤにおいてフリーズ操
作Ｃがなされ、表示部４に表示された画像は静止画像となる。
【００７９】
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　記録開始指示である所定の開始タイミングは、例えば、調整Ａによって表示部４に表示
された画像からホワイトノイズが消失したタイミングであってもよいし、また、例えば、
調整Ｂによって表示部４に表示された超音波情報（超音波画像）が所定のコントラスト値
を超えたタイミングであってもよい。調整Ａのタイミングで記録の取得が開始されると、
例えば、調整Ｂの操作が、操作情報として記録される。一方、記録終了指示である所定の
終了タイミングは、例えば、フリーズ操作ＣからｔＥ経過したタイミングであることが好
ましい。ｔＥは、例えば、１０秒以上６０秒以下であることが好ましい。このように、こ
の場合においては、時刻ｔ＝ｔＢまたは時刻ｔ＝ｔＣにおいて、記録開始がされ、時刻ｔ
＝ｔＤ＋ｔＥにおいて記録終了がなされる。時刻ｔＢ～ｔＤ＋ｔＥまたは時刻ｔＣ～ｔＤ

＋ｔＥにおいては、例えば、後述する図７において示すステップＳ００２～Ｓ００５の処
理などがされるが、記録開始指示、記録終了指示はこれに限定されるものではなく、前記
に挙げた開始タイミング、終了タイミングを適宜選択することができる。
【００８０】
（データセットの生成制御）
　まず、データセット記憶部２６にデータセットを生成する制御フローについて説明する
。なお、図７および図８のフローチャートにおける操作情報は、例えば、操作パネル３に
よる操作内容からなる。
【００８１】
　図６は、データセットを生成する一連の制御の一例を示したフローチャートである。
【００８２】
　この制御の一例は、図３において示した超音波診断装置１００において、データセット
を構成するサブデータセットを順番に並べてデータセットを生成するものである。具体的
には、サブデータセット生成部２５ｓで生成したｎ個のサブデータセットを、データセッ
ト生成部２５及び／又はデータセット記憶部２６において生成した順番に並べてデータセ
ットを生成及び／又は記憶するものである。
【００８３】
　図７を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に記録開始指示の信号が入力さ
れる（ステップＳ００１）と、サブデータセット番号ｋが初期化される（ｋ＝１）（ステ
ップＳ００２）、次に、制御部２１は操作情報、超音波情報および表示制御内容を取得す
る（ステップＳ００３）。これらの情報、内容には時間情報が付帯している。この時、操
作情報がない場合には、例えば、０の値を取得してもよいし、操作情報の有無を判定する
判定部を設けてもよい。次に、取得したこれらの情報から、１の操作情報と１の表示制御
内容とが付加された１の超音波情報であるサブデータセットを生成する（ステップＳ００
４）。生成したサブデータセットを、ｋに格納された数字が割り振られたサブデータセッ
トとしてデータセット記憶部２６に記憶する（ステップＳ００５）。例えば、ｋに１が格
納されていれば、その時に記憶されるサブデータセットは１番目のサブデータセットとな
る。次に、記録終了指示の信号が入力されれば制御を終了し、入力されなければサブデー
タセット番号ｋをインクリメント（ステップＳ００７）し、ステップＳ００３の処理に戻
る（ステップＳ００６）。このループを複数回行うことで、例えば、ｎ個のサブデータセ
ットを得ることができ、これらのサブデータセットを時系列に順番に並べることでデータ
セットを得ることができる。また、記録終了指示は、具体的には、例えば、割り込み信号
であって、この割り込み信号が入力された時点でサブデータセットの生成の処理を終了し
てもよく、以下の図において示す処理においても同様である。割り込み信号が入力された
時点でデータセットの生成の処理を終了する場合においては、例えば、その時点のループ
処理において取得された情報は破棄される。また、情報を取得する時間間隔をあらかじめ
決めてデータセットを生成してもよい。
【００８４】
　制御部２１による、操作情報および超音波情報は、具体的には、例えば、以下のように
して取得される。操作パネル３に設けられた記録開始ボタンが押下されると、データセッ
ト生成部２５は、記録開始ボタンの押下を示す操作情報ｋ１と時刻ｔ１と時刻ｔ１におけ
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る超音波情報Ｌ１を１番目のサブデータセットとして生成し、データセット記憶部２６に
記憶する。さらにそれ以降の操作を受けて操作情報ｋ２と時刻ｔ２と時刻ｔ２における超
音波情報Ｌ２、ｋ３とｔ３とＬ３、ｋ４とｔ４とＬ４、ｋ５とｔ５とＬ５、ｋ６とｔ６と
Ｌ６、ｋ７とｔ７とＬ７・・・を１～６番目のサブデータセットとして、順次データセッ
ト記憶部２６に記憶する。この場合、操作情報の入力がない場合には、例えば、一定間隔
で超音波情報を取得する制御を行ってもよいし、また、例えば、超音波情報を記録開始指
示から記録終了指示までの間連続して取得し、同一時刻において超音波情報が複数ある場
合にはいずれかを破棄するようにしてもよい。このように、サブデータセットが時系列に
データセット記憶部２６に記憶されることでデータセットが生成する。データセットの生
成においては、例えば、操作情報ｋ２がＢモード選択の入力、ｋ３がＳＴＣの入力、ｋ５

がマルチ周波数の入力、ｋ６がゲインの入力とすると、データセットに「スイッチ３３１
に対応するＬＥＤを点灯させる」、「スイッチ３３２に対応するＬＥＤを点灯させる」、
「スイッチ３３４に対応するＬＥＤを点灯させる」、「スイッチ３３３に対応するＬＥＤ
を点灯させる」の各内容を示すプログラムを入力順序に従って順次書き込んでもよい。こ
のとき、例えば、入力されたパラメータ値を合わせて書き込んでもよい。
【００８５】
　図８は、データセットを生成する一連の制御の他の一例を示したフローチャートである
。
【００８６】
　この制御においては、超音波情報を連続して取得し、その際に操作情報の有無の判定を
随時行って操作情報があれば、併せて取得し、データセットを生成するものである。
【００８７】
　図８を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に記録開始指示の信号が入力さ
れる（ステップＳ０２０）と、制御部２１は、時刻ｔにおいて時間情報と超音波情報とを
連続的に取得する（ステップＳ０２１）。時間情報と超音波情報とを連続取得している間
に操作情報があれば、当該時刻（時間情報）と操作情報とを併せて取得し（ステップＳ０
２３）、なければステップＳ０２４に進む（ステップＳ０２２）。次に、記録終了指示の
入力があれば、取得した情報からデータセットを生成し（ステップＳ０２５）、生成した
データセットを記憶し（ステップＳ０２６）、処理を終了する。なければ、ステップＳ０
２１に戻り、情報の取得を継続する（ステップＳ０２４）。
【００８８】
　また、この制御において増加する時刻ｔ０は、例えば、超音波情報が表示部４に動画像
表示される場合の１フレーム時間などが挙げられるが、これに限定されるものではなく、
例えば、複数フレーム時間増加させてもよい。複数フレーム時間間隔で超音波情報および
操作情報が取得されることで、取得するデータ量をコンパクトにすることができる。一方
で、時間間隔を長くしすぎると、情報取得の精度が落ち、例えば、操作情報の欠落などが
起きる場合もあるので、時刻ｔ０は、例えば、３フレーム時間以上５フレーム時間以下で
あることが好ましい。
【００８９】
　この実施形態によれば、超音波診断装置１００が、超音波情報に対応した操作情報を含
んで統合したデータセットを生成するデータセット生成部２５および、このデータセット
を記憶するデータセット記憶部２６を有して構成されるので、例えば、熟練者による超音
波診断装置の操作を、時間に沿って再現可能に記録することができる。
【００９０】
［第２の実施形態］
＜超音波診断装置＞
　次に、第２の実施形態の超音波診断装置１００について説明する。この超音波診断装置
１００は医療装置であって、操作部と、被検体に対して超音波を送受信することにより得
られた超音波情報と、操作部による操作内容及び／又は表示制御内容並びにこれらのタイ
ミングを示すタイミング情報とを含む時系列情報が予め記憶された記憶部と、この超音波
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情報を表示手段に表示させ、操作部を用いてなされた操作に基づいてこの超音波情報の表
示状態を変更する制御部と、時系列情報に基づいて、操作内容を少なくとも含む処理手順
を呈示する再生部とを有する。つまり、超音波装置１００は、超音波情報に対応する操作
内容を呈示可能に構成された再生部２７を含む。
【００９１】
＜超音波診断装置の制御構成＞
　次に、この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成について説明する。まずは、超
音波診断装置１００全体の制御構成について説明する。
【００９２】
（全体の制御構成）
　図９は、この実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成の一例を示す機能ブロック
図である。
【００９３】
　図９に示すように、超音波診断装置１００は、制御部２１と、操作パネル３と、画像生
成部２４と、データセット記憶部２６と、再生部２７とを少なくとも含み、必要に応じて
超音波プローブ１と、超音波送受信部２２と、エコー信号処理部２３と、画像生成部２４
とを含んで構成されている。このうち、再生部２７以外のものは、例えば、第１の実施形
態と同様な構成を有する。
【００９４】
（再生部の制御構成）
　再生部２７の制御構成について説明する。
【００９５】
　再生部２７は、制御部２１からの信号によって、例えば、データセット記憶部２６に記
憶されたデータセットを呼び出し、これに含まれる超音波診断装置の操作情報と超音波情
報、特に超音波画像とをそれぞれ呈示することで、処理手順を呈示する。再生部２７は、
例えば、超音波情報を再生する超音波情報再生部２７ａと、操作情報を再生する操作情報
再生部２７ｂとを独立に有してもよい。超音波情報再生部２７ａは、例えば、表示部４に
超音波画像を表示する。この表示は、例えば、データセット記憶部２６に記憶された超音
波画像からなる超音波情報が、画像生成部２４に接続された画像メモリ２８に出力される
ことで行われる。また、例えば、データセット記憶部２６に記憶された表示制御内容に基
づいて超音波情報が、画像生成部２４および必要に応じて超音波送受信部２２、エコー信
号処理部２３などによって処理されることで表示部４に超音波画像などが表示される。操
作情報再生部２７ｂは、例えば、操作パネル３に設けられたキーを点灯、点滅などさせる
。このような再生部２７による呈示により、例えば、初心者が超音波診断装置１００の操
作を学習することができる。ここで、呈示とは、操作者に五感などを通じて何らかの情報
を与えることであって、例えば、画像、音声などが挙げられ、操作者は視覚、聴覚などを
通じて情報を得ることができる。画像による呈示は、例えば、表示部４などに動画像、静
止画像などが表示される。音声による呈示は、例えば、スピーカーなどから音声が出力さ
れる。
【００９６】
　再生部２７で再生される操作情報と超音波情報とは、互いに対応する情報が同期して呈
示される。操作情報と超音波情報とが、同期して呈示されることで、超音波情報が付随し
た超音波診断装置１００の操作手順を時系列で再生することができる。これは、例えば、
操作パネル３の操作の前後における、表示部４に表示される超音波画像の変化などを把握
することが簡易となる。再生部２７が、超音波情報再生部２７ａと操作情報再生部２７ｂ
とを有する場合においては、超音波情報再生部２７ａは表示制御内容に基づく信号を制御
部２１に出力し、制御部２１が、超音波送受信部２２、エコー信号処理部２３、画像生成
部２４のうちの少なくとも１つを制御することで超音波画像などを表示部４に表示し、操
作情報再生部２７ｂは、制御部２１を制御して、操作パネル３に操作情報を呈示する。ま
た、例えば、超音波情報が超音波画像からなる場合には、例えば、超音波情報が直接画像



(22) JP 2014-176516 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

メモリ２８に出力されることで表示部４に超音波画像が表示され再生される。ここで、呈
示とは、例えば、画像表示、点灯、点滅、駆動、開閉、音、振動などが挙げられる。
【００９７】
　また、呼び出されるデータセットは、データセット記憶部２６に記憶されたものに限定
されるものではなく、例えば、外部から、超音波診断装置１００の制御部２１などに接続
された記憶部などから呼び出されたものであってもよい。また、再生時においては、超音
波診断装置１００に、操作者（学習者）によって操作入力がされてもよく、その場合、そ
の操作情報（操作内容、時間情報など）は、入力操作情報記憶部３６に記録される。入力
操作情報記憶部３６は、再生部２７の内部に設けられてもよいし、外部に別個に設けられ
てもよい。
【００９８】
　操作情報の呈示は、例えば、呼び出されたデータセットに含まれる操作情報に基づいて
、操作パネル３が制御部２１に制御されることによって行われる。この呈示は、例えば、
操作情報に含まれる操作内容に基づいて、対応するボタン、ツマミなどに特定のイベント
が起こることなどによって行われる。このイベントは、例えば、操作パネル３に設けられ
た発光部であるＬＥＤ３４が点灯、点滅などすることが挙げられる。ＬＥＤ３４は、ボタ
ン、ツマミなどに対応しており、対応するボタン、ツマミなどの近傍に設けられていても
よいし、ボタン、ツマミの内部に設けられていてもよい。また、操作情報は、例えば、表
示部４に呈示されてもよい。また、操作情報に、例えば、超音波プローブ１の変位情報を
含む場合には、超音波プローブ１に呈示してもよい。これは、例えば、超音波プローブ１
の変位や角度が適正となると、超音波プローブ１に設けられたＬＥＤなどが点灯するなど
することによって呈示される。
【００９９】
　超音波情報の呈示は、例えば、呼び出されたデータセットに含まれる超音波情報に基づ
いて、表示部４が、画像生成部２４を介して制御部２１によって制御されることによって
超音波情報（超音波画像）が表示される。呼び出された超音波情報が、例えば、時間方向
に連続的に記録された超音波情報であれば、記録開始時から記録終了時までの超音波動画
像を含む超音波情報が連続的に再生される。また、呼び出された超音波情報が、例えば、
一定間隔または操作情報に対応して取得された、時間方向に離散的に記録された超音波情
報であれば、記録開始時から記録終了時までの超音波動画像を含む超音波情報が取得時の
タイミングで再生される。
【０１００】
　また、同期した呈示とは、例えば、データセットに含まれる操作情報と超音波情報とが
、例えば、時間情報に基づいて互いに対応して行われることで行われる。具体的には、例
えば、記録開始からの超音波画像が再生され、操作情報内に含まれる操作内容の、特定の
キー操作が行われた時間と表示されている超音波画像の時間が一致した時、例えば、操作
パネル３の該当するキーが点灯、点滅などする。この点灯などにより、表示されている超
音波画像の変化の理由が、該当キーによる操作によるものだと操作者は理解し、熟練者が
傍にいなくても学習することができる。また、例えば、予め対応させて記録したサブデー
タセットを記録した順に再生してもよい。
【０１０１】
　また、例えば、表示部４に表示されている超音波画像の深部の輝度が上昇すると、それ
と同時に操作パネル３上のＳＴＣのつまみの一部が点灯することで、「画像の深部が暗い
時は操作パネル３のここにあるＳＴＣつまみを動かせばよいのか」と操作者は理解し、同
様に学習することができる。つまり、診断するために必要な操作およびその操作による画
像変化を学習することができる。また、時系列に再生されるため、操作の手順や操作のタ
イミングも、超音波画像の変化を見ながら学習することができるため、熟練者の操作のコ
ツなども体験することができる。
【０１０２】
　再生部２７は、例えば、表示部４にガイダンス画像を表示することができる。ガイダン
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ス表示は、例えば、再生部を用いて操作パネル３の操作がされるタイミングよりも所定の
時間だけ前に、この操作の内容を表示部４に表示する。この所定の時間は、例えば、３秒
以上１０秒以下であることが好ましい。
【０１０３】
　また、再生部２７は、例えば、データセットの再生を一時停止、巻き戻し、早送り、再
生速度変更、コマ送りなどの再生状態変更を行うことができる。変更は、再生、一時停止
、停止、早送り、巻き戻し、再生速度変更、コマ送りなどそれぞれに対応したスイッチが
、例えば、操作パネル３上に配置されていて、そのスイッチにより行うことができる。
【０１０４】
　また、再生部２７は、例えば、前述したように、表示部４に超音波画像が再生して表示
され、操作内容に基づいて操作パネル３の該当するキーが点灯すると、超音波画像の再生
を自動的に一時停止となるようにし、このとき、操作者である学習者が点灯しているキー
を操作することにより一時停止状態が解除され再生が再開されるような仕組みを有してい
てもよい。この仕組みのメリットは、熟練者のキー操作毎にデータセットの再生が一時停
止されることで、学習者が自分のペースで理解しながら学習を進められる点にある。熟練
者の操作スピードは、経験の浅い学習者にとっては速いものであり、このようなステップ
毎の一時停止により、学習者のペースで学習を進めることができる。
【０１０５】
　また、前述した再生速度変更、特に再生速度を１倍より小さくしてゆっくり再生するこ
とでも、熟練者と学習者の操作スピードのギャップを埋めることができる。この操作は、
データセットに含まれる時間情報を、再生時に調整することなどによって行われる。また
、前記の仕組みにおいて、操作パネル３の該当するキーを点灯しないようにし、該当する
キーが操作されるまで超音波画像の再生の停止を継続するようにしてもよい。この仕組み
は、例えば、操作情報に含まれる操作内容と、再生時において操作パネル３などから入力
された操作情報に含まれる操作内容とを比較する比較部と、この比較部による比較結果を
出力する出力部とを有するように構成される。
【０１０６】
　また、例えば、この比較部による比較結果に基づく情報を表示部４に出力して表示して
もよい。この表示は、例えば、入力操作を間違えたことを報知する表示、入力操作すべき
内容を報知する表示、操作すべき内容と実際の操作内容との違いとを併せた表示などが挙
げられる。また、誤った操作が所定の回数行われたり、再生の停止から一定時間経過した
りなどしたときは、正しい操作を呈示して再生を継続してもよい。
【０１０７】
　このように学習者である操作者は、データセットの再生が行われているときに、自分で
超音波プローブ１を持ちスキャンを行いその画像を画面上で確認することができる。これ
は、例えば、再生の停止中、早送り中などであっても、いつでも超音波プローブ１による
スキャン可能にすることもできるし、また、例えば、特定の再生がされているときは超音
波プローブ１によるスキャンを不可能としてもよい。また、操作パネル３などを操作する
ことによって、画像調整も行うことができる。これにより、表示されている熟練者が収集
した超音波画像と、自分でスキャンしている超音波画像を見比べながら、スキャン方法や
操作方法およびそれらのコツを習得することができる。
【０１０８】
　また、操作情報、超音波情報に、別の情報が対応付けられたデータセットとして各記憶
部に記録される場合においては、対応付けられる情報は時間情報に限られず、例えば、診
断条件、コマンドのカテゴリ情報などを含む。診断条件としては、例えば、診断用画像を
特定する情報として診断部位情報、被験者情報、観察する条件として操作者情報、取得条
件として超音波プローブ１の種類を示す超音波プローブ情報などが挙げられる。これらの
情報は、例えば、新たに設けられた記憶部に記憶されてもよいし、超音波情報に付加して
データセットとして記録されてもよい。
【０１０９】
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　このように、再生部２７を、データセットに基づいて制御部２１によりに超音波診断装
置１００の各部を制御し再生する構成としたので、データセットに含まれる時間情報に基
づいて操作情報と超音波情報とが再生される。この再生によって、例えば、熟練者が行っ
た超音波診断装置１００の操作の手順や操作のタイミングを、超音波画像の変化を見なが
ら学習することができるため、熟練者が傍にいなくても、熟練者の操作のコツなども体験
することができる。また、操作情報に含まれる熟練者のキー操作毎にデータセットの再生
が一時停止されるので、学習者が自分のペースで理解しながら学習を進められる点にある
。熟練者の操作スピードは、経験の浅い学習者にとっては速いものであり、このようなス
テップ毎の一時停止により、学習者のペースで学習を進めることができる。
【０１１０】
（データセットの再生制御）
　次に、データセットに基づいて、時間情報によって超音波情報と関連付けられた操作内
容を操作パネル３に呈示する制御フローの例について説明する。この説明においては、１
．データセットを時系列にそのまま再生し、超音波情報と再生と操作の再現をする、２．
１の再生に加えてガイダンス表示をする、３．操作パネル３からの入力に応じて、１の再
生の制御を行う、について説明するが、これらの再生方法に限定されるものではなく、ま
た、これらの再生は適宜組み合わせることができる。
【０１１１】
（１．通常再生）
　まず、データセットの通常の再生制御について説明する。
　図１０は、呼び出されたデータセットに基づいて、表示部４に超音波情報を表示し、操
作パネル３に操作情報（操作内容）を呈示する一連の制御の一例を示したフローチャート
である。この再生においては、データセットを構成するサブデータセットを時系列順（サ
ブデータセット番号順）に順番に再生していく。
【０１１２】
　この制御においては、ｎ個のサブデータセットで構成されたデータセットを再生する制
御の一例を示したものである。
【０１１３】
　図１０を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に再生開始指示の信号が入力
される（ステップＳ０４０）と、サブデータセット番号ｋを初期化（ｋ＝１）し（ステッ
プＳ０４１）、制御部２１から信号を受けた再生部２７はデータセット記憶部２６などの
記憶部から呼び出したデータセットを構成するサブデータセットのうち、ｋ番目のサブデ
ータセットを読み出し（ステップＳ０４２）、このサブデータセットに格納されている情
報を呈示する（ステップＳ０４３）。この呈示は、例えば、ｋ＝１番目のサブデータセッ
トに超音波画像とこれに対応する操作情報とが格納されていれば、これらを表示部４と操
作パネル３とにそれぞれ呈示する。この呈示は、前記に例示して挙げたものを適宜選択す
る。次に、データセットにｋ番目の次のサブデータセットがあるかどうかを判定し（ステ
ップＳ０４４）、あれば、ｋをインクリメント（ステップＳ０４５）してステップＳ０４
２に戻り、なければ処理を終了する（ステップＳ０４３）。この操作を、最後のサブデー
タセットである、ｎ番目のサブデータセットまで行うことで、データセットに基づいて、
時間情報によって超音波情報と関連付けられた操作情報を操作パネル３に呈示する。
【０１１４】
　図１１は、データセットに基づいて、表示部４に超音波情報を表示し、操作パネル３に
操作情報を呈示する一連の制御の他の一例を示したフローチャートである。
【０１１５】
　この制御においては、時間に沿って連続的に記録された複数の情報で構成されたデータ
セットの再生の制御の一例を示したものである。このデータセットの再生は、データセッ
トから時間情報と、時間に沿って連続的に記録された超音波情報とを読み出して時間に沿
って再生し、操作情報は、操作があった時刻の情報を読み出して再生する。
【０１１６】
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　図１１を参照して具体的に説明すると、まず、再生部２７はデータセット記憶部２６な
どの記憶部からデータセットを呼び出す（ステップＳ０６０）。次に、データセットの時
間情報のうち操作情報が付加されている時刻（時間情報）ｔＳ（ｔＳ１，ｔＳ２，ｔＳ３

…）を全て抽出する（ステップＳ０６１）。制御部２１に再生開始指示の信号が入力され
る（ステップＳ０６２）と、時刻は初期化（ｔ＝０）され、制御部２１は、超音波情報を
時刻ｔ＝０から連続再生する（ステップＳ０６３）。時刻ｔ＝ｔＳであれば、超音波情報
の再生に、操作情報を同期させて再生（ステップＳ０６５）し、なければステップＳ０６
６に進む（ステップＳ０６４）。ステップＳ６６において、時刻ｔが再生終了時刻であれ
ば、処理を終了し、なければ、ステップＳ０６４に戻って再生を継続する（ステップＳ０
６６）。
【０１１７】
　操作パネル３への呈示は、例えば、再生部２７にあらかじめ、特定の操作情報と操作パ
ネル３の操作情報が対応付けられており、該当する操作情報が再生部２７に入力されると
、操作パネル３の操作がなされ、該当するボタン、ツマミなどを点灯、点滅などさせるな
どして操作情報が呈示される。特定の操作情報と操作パネル３の操作情報が対応付けは、
例えば、データセットに格納された操作情報が、操作情報ｋ１がＢモード選択の入力、ｋ

３がＳＴＣの入力、ｋ３がマルチ周波数の入力、ｋ４がゲインの入力とすると、再生部２
７には、それぞれ、操作パネル３の「スイッチ３３１に対応するＬＥＤを点灯させる」、
「スイッチ３３２に対応するＬＥＤを点灯させる」、「スイッチ３３４に対応するＬＥＤ
を点灯させる」、「スイッチ３３３に対応するＬＥＤを点灯させる」という操作内容が対
応付けられる。また、例えば、データセットに、前述したような、時系列セット内に格納
された操作内容と操作パネル３とを対応付けたプログラムが書き込まれている場合におい
ては、再生部２７は、このプログラムに沿って操作パネル３を操作することによって、該
当するボタン、ツマミなどを点灯させるなどして呈示することができる。また、例えば、
データセットに書き込まれたプログラムにパラメータ値が書き込まれている場合には、例
えば、ＬＥＤ３４の点灯とともに、パラメータ値を表示部４またはＴＣＳ３３の表示画面
に表示してもよい。パラメータ値の表示は、例えば「ゲイン」であれば１ｄＢ、２ｄＢの
ような値や、または、スイッチ３３３の回転量を表示する、つまり、そのパラメータを示
す値やスイッチ等の操作量などを表示する。ここで、この実施形態の表示手段は、例えば
、ＬＥＤ３４、表示部４、ＴＣＳ３３などにより構成される。
【０１１８】
　このように、時系列で記録された超音波情報と操作情報とを、超音波診断装置１００に
おいて時系列で再生することによって、超音波情報に対応する操作内容を提示することが
可能となったので、例えば、熟練者による超音波診断装置１００の操作を簡易に再現して
呈示することができる。これによって、超音波診断装置の操作の学習において、必ずしも
熟練者がいなくても、学習者が超音波情報に対応する操作のタイミングやコツなどを学ぶ
ことができる。これによって、熟練者の負担も軽くなり、また、学習者も自分のペースで
学ぶことが可能となるので超音波診断装置の操作の学習における負担が軽減する。
【０１１９】
（２．ガイダンス表示を伴う再生制御）
　次に、ガイダンス表示を伴うデータセットの再生制御について説明する。
　図１２は、呼び出されたデータセットに基づいて、表示部４に超音波情報を表示し、操
作パネル３に操作情報を呈示する時に、表示部４にガイダンス表示を伴う一連の制御の一
例を示したフローチャートである。
【０１２０】
　この制御においては、ｎ個のサブデータセットを組み合わせて構成されたデータセット
をガイダンス表示とともに再生する制御の一例を示したものである。
【０１２１】
　図１２を参照して具体的に説明すると、まず、再生部２７はデータセット記憶部２６な
どの記憶部からデータセットを呼び出す（ステップＳ０８０）。次に、データセットのう
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ち操作情報を有するサブデータセットの番号ｋＳ（ｋＳ１、ｋＳ２、ｋＳ３…）を全て抽
出する。（ステップＳ０８１）。次に、サブデータセットの番号ｋＳから所定のサブデー
タセット番号ｋＰ（ｋＰ１、ｋＰ２、ｋＰ３…）を減算し、ガイダンス表示をするタイミ
ングのサブデータセット番号ｋＧ（ｋＧ１、ｋＧ２、ｋＧ３…）＝ｋＳ－ｋＰを決定する
（ステップＳ０８２）。次に、制御部２１に再生開始指示の信号が入力される（ステップ
Ｓ０８３）と、サブデータセット番号は初期化（ｋ＝１）され（ステップＳ０８４）、制
御部２１は、ｋに格納された番号のサブデータセットを読み出し（ステップＳ０８５）、
読み出したサブデータセットに格納された超音波情報を表示部４に呈示する（ステップＳ
０８６）。このとき、サブデータセット番号ｋがｋＧであれば、ガイダンス表示を、例え
ば、表示部４などに表示する（ステップＳ０８７、Ｓ０８８）。また、このとき、サブデ
ータセット番号ｋがｋＳであれば、操作情報を、例えば、操作パネル３などに表示する（
ステップＳ０８９、Ｓ０９０）。次に、データセットにｋ番目の次のサブデータセットが
あるかどうかを判定し（ステップＳ０９１）、あれば、ｋをインクリメント（ステップＳ
０９２）してステップＳ０８５に戻り、なければ処理を終了する。この操作を、最後のサ
ブデータセットである、ｎ番目のサブデータセットまで行うことで、ｎ個のサブデータセ
ットから構成されるデータセットに基づいて、ガイダンス情報を表示部４などに表示する
とともに、時間情報によって超音波情報と関連付けられた操作情報を操作パネル３に呈示
する。
【０１２２】
　図１３は、時間に沿って連続して取得された複数の情報を組み合わせて構成されたデー
タセットに基づいて、表示部４に超音波情報を表示し、操作パネル３に操作情報を呈示す
る時に、表示部４にガイダンス表示を伴う一連の制御の他の一例を示したフローチャート
である。
【０１２３】
　この制御においては、時間にそって連続的に取得された複数の情報を組み合わせて構成
されたデータセットをガイダンス表示とともに再生する制御の一例を示したものである。
【０１２４】
　図１３を参照して具体的に説明すると、まず、再生部２７はデータセット記憶部２６な
どの記憶部からデータセットを呼び出す（ステップＳ１００）。次に、データセットのう
ち操作情報を有する時刻ｔＳ（ｔＳ１、ｔＳ２、ｔＳ３…）を全て抽出する。（ステップ
Ｓ１０１）。次に、時刻ｔＳから所定の時刻ｔＰ（ｔＰ１、ｔＰ２、ｔＰ３…）を減算し
、ガイダンス表示をするタイミングの時刻ｔＧ（ｔＧ１、ｔＧ２、ｔＧ３…）＝ｔＳ－ｔ

Ｐを決定する（ステップＳ１０２）。次に、制御部２１に再生開始指示の信号が入力され
る（ステップＳ１０３）と、時刻は初期化（ｔ＝０）され、制御部２１は、データセット
を読み出して、格納された超音波情報を連続再生する（ステップＳ１０４）。このとき、
時刻ｔ＝ｔＧであれば、ガイダンス表示を、例えば、表示部４などに表示し、時刻ｔ＝ｔ

Ｓで操作情報を、操作パネル３などに呈示する（ステップＳ１０５、Ｓ１０６、Ｓ１０７
）。このとき、ガイダンス表示と操作表示は、例えば、セットで表示されることが好まし
く、時刻ｔＧとｔＳとの間における他のガイダンス表示、操作情報の呈示は、当該セット
表示の後に表示されてもよいし、また、時刻ｔＧ～ｔＳ間に複数の操作情報が再生される
場合にあっては、複数の操作情報をまとめて１つのガイダンス情報として表示部４に表示
してもよい。次に、再生終了時刻であるかどうかを判定し（ステップＳ１０８）、再生終
了時刻であれば処理を終了し、再生終了時刻でなければステップＳ１０４に戻る。これに
より、ガイダンス表示とともに、データセット記憶部２６に記憶されたデータセットに基
づいて、表示部４、操作パネル３などに呈示することができる。この制御のステップＳ１
０４～Ｓ１０８の制御においては、ループ制御をせずに、超音波情報を開始時刻ｔ＝０か
ら連続して再生し、時刻ｔ＝ｔＧ（ｔＧ１，ｔＧ２，ｔＧ３…）の時点でガイダンス情報
、時刻ｔ＝ｔＳ（ｔＳ１，ｔＳ２，ｔＳ３…）の時点で操作情報を併せて呈示するように
直線的に制御してもよい。
【０１２５】
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（３．操作パネルからの入力に応じた再生制御）
　次に、操作パネル３からの入力に応じた再生制御について説明する。この制御について
は、（１）学習モード、（２）テストモードの二つの例について説明するが、これらの制
御に限定されるものではない。また、以下に示す再生の例においては、前記の図１０に示
したような、データセットがサブデータセットを含んで構成され、サブデータセット番号
ｋを基準に時系列で制御するものについて示しているが、これに限定されるものではなく
、サブデータセットを含まないデータセットを、前記に示したものと同様にして時刻ｔを
基準に時系列で制御してもよい。
【０１２６】
（１）学習モード
　図１４は、学習モードの再生制御を示したフローチャートの一例である。
　この制御においては、呼び出されたデータセットに基づいて、表示部４に超音波情報を
表示し、このタイミングに操作情報がある場合には操作パネル３などにこの操作情報を呈
示し、呈示された操作情報と一致する操作が学習者などからなされたときに次の制御を行
う。
【０１２７】
　図１４を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に再生開始指示の信号が入力
される（ステップＳ１２０）と、サブデータセット番号ｋを初期化（ｋ＝１）し（ステッ
プＳ１２１）、制御部２１から信号を受けた再生部２７はデータセット記憶部２６などの
記憶部から呼び出したデータセットのうち、ｋ番目のサブデータセットを読み出し（ステ
ップＳ１２２）、このサブデータセットに格納されている情報を呈示する（ステップＳ１
２３）。この呈示は、例えば、ｋ＝１番目のサブデータセットに超音波画像と操作情報と
が格納されていれば、これらを表示部４と操作パネル３とに、これらの情報をそれぞれ呈
示する。この呈示は、例えば、前記に例示して挙げたものを適宜選択することができる。
次に、このサブデータセットに操作情報があれば（ステップＳ１２４）、再生を停止する
（ステップＳ１２５）。次に、学習者などによって、操作パネル３から入力された入力情
報とこのサブデータセット内の操作情報とが一致する場合にはステップＳ１２７に進み、
再生を再開する。一致しない場合には、ステップＳ１２５に戻り、再生停止を継続する（
ステップＳ１２６）。ステップＳ１２７では、データセットにｋ番目の次のサブデータセ
ットがあるかどうかを判定し（ステップＳ１２７）、あれば、ｋをインクリメント（ステ
ップＳ１２８）してステップＳ１２２に戻り、なければ処理を終了する。この操作を、最
後のサブデータセットである、ｎ番目のサブデータセットまで行う。
【０１２８】
　このように、学習モードが再生された超音波診断装置１００を、学習者が操作すること
によって、熟練者の操作手順、操作タイミング、特に、超音波情報に応じた操作手順、操
作タイミングを、学習することができ、熟練者の操作を疑似的に体験することができる。
【０１２９】
（２－１）テストモード１
　図１５は、テストモードの再生制御を示したフローチャートの一例である。
【０１３０】
　この制御においては、呼び出されたデータセットに基づいて、表示部４に超音波情報を
表示して再生し、あるタイミングに操作情報がある場合には操作パネル３にこの操作情報
を併せて呈示して再生を一時停止し、呈示された操作内容と一致する操作が学習者などか
らなされたときに次の制御を行って再生を再開する。
【０１３１】
　図１５を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に再生開始指示の信号が入力
される（ステップＳ１４０）と、サブデータセット番号ｋを初期化（ｋ＝１）し（ステッ
プＳ１４１）、制御部２１から信号を受けた再生部２７はデータセット記憶部２６などの
記憶部から呼び出したデータセットのうち、ｋ番目のサブデータセットを読み出し（ステ
ップＳ１４２）、このサブデータセットに格納されている超音波情報を表示する（ステッ



(28) JP 2014-176516 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

プＳ１４３）。次に、このサブデータセットに操作情報があれば（ステップＳ１４４）、
再生を停止する（ステップＳ１４５）。次に、学習者などによって、操作パネル３から入
力された入力情報とこのサブデータセット内の操作情報とが一致する場合にはステップＳ
１４７に進み、再生を再開する。一致しない場合には、ステップＳ１４５に戻り、再生停
止を継続する（ステップＳ１４６）。ステップＳ１４７では、データセットにｋ番目の次
のサブデータセットがあるかどうかを判定し（ステップＳ１４７）、あれば、ｋをインク
リメント（ステップＳ１４８）してステップＳ１４２に戻り、なければ処理を終了する。
この操作を、最後のサブデータセットである、ｎ番目のサブデータセットまで行う。
【０１３２】
　このように、テストモードが再生された超音波診断装置１００を、学習者が操作するこ
とによって、学習者の超音波診断装置１００の操作手順の習熟度を試験することができる
。
【０１３３】
（２－２）テストモード２
　図１６は、テストモードの再生制御を示したフローチャートの他の一例である。
【０１３４】
　この制御においては、データセットの再生時において、超音波情報の表示だけがされ、
操作情報の呈示がないモードである。学習者は、超音波情報の再生と並行して操作パネル
３などからの入力操作が行う。この再生終了後には、データセットに基づく操作内容と、
再生中に入力された操作内容とを比較した結果を出力する。
【０１３５】
　図１６を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に再生開始指示の信号が入力
される（ステップＳ１６０）と、データセットに格納されている超音波情報を表示部４な
どに連続表示して再生する（ステップＳ１６１）。学習者は、表示された超音波画像に応
じて操作パネル３を操作し、この操作情報（操作内容、時間情報（ｋ、ｔなど））を入力
操作情報記憶部３６に記録する（ステップＳ１６２）。超音波情報の再生が終了すると（
ステップＳ１６３）、データセット記憶部２６に格納されている操作情報と、入力操作情
報記憶部３６に記憶されている操作情報とを比較し（ステップＳ１６４）、比較結果（操
作内容、タイミング情報）を出力する（ステップＳ１６５）。この出力は、例えば、表示
部４などに出力することによって行われる。このように、テストモードが再生された超音
波診断装置１００を、学習者が操作することによって、学習者の超音波診断装置１００の
操作手順と操作タイミングの習熟度を試験することができる。
【０１３６】
（２－３）テストモード３
　図１７は、学習モードの再生制御を示したフローチャートのさらに他の一例である。
【０１３７】
　この制御においては、呼び出されたデータセットに基づいて、表示部４に超音波情報を
表示して再生し、あるタイミングに操作情報がある場合には操作パネル３にこの操作情報
を再生の停止をせずに呈示し、呈示された操作情報と、学習者などによる操作入力とを逐
次比較し、例えば、タイミング情報などの比較結果を出力する。
【０１３８】
　図１７を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に再生開始指示の信号が入力
される（ステップＳ１８０）と、サブデータセット番号ｋを初期化（ｋ＝１）し（ステッ
プＳ１８１）、制御部２１から信号を受けた再生部２７はデータセット記憶部２６などの
記憶部から呼び出したデータセットのうち、ｋ番目のサブデータセットを読み出す（ステ
ップＳ１８２）。次に、このサブデータセットに操作情報があれば（ステップＳ１８３）
、このサブデータセットに格納された超音波情報と操作情報とを同期させてそれぞれ呈示
して再生（ステップＳ１８４）し、このとき。学習者などによる操作パネル３からの入力
操作情報と、このサブデータセットに格納された操作情報とを比較し（ステップＳ１８５
）、比較結果を出力する（ステップＳ１８６）。一方、このサブデータセットに操作情報
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がない場合には、このサブデータセットに格納された超音波情報を表示して再生する（ス
テップＳ１８７）。次に、データセットにｋ番目の次のサブデータセットがあるかどうか
を判定し（ステップＳ１８７）、あれば、ｋをインクリメント（ステップＳ１８８）して
ステップＳ１８２に戻り、なければ処理を終了する。この操作を、最後の番号ｎのサブデ
ータセットまで行うことで、操作者の入力操作と並行してデータセットに基づいて、時間
情報によって超音波情報と関連付けられた操作情報を操作パネル３に呈示し、その入力操
作の比較結果を出力する。
【０１３９】
　このように、テストモードが再生された超音波診断装置１００を、学習者が操作するこ
とによって、学習者の超音波診断装置１００の操作手順と操作タイミングの習熟度を試験
することができる。また、入力操作の比較結果が逐次表示部４などに表示されるので、操
作入力タイミングの訓練をすることもできる。また、この制御においては、ステップＳ１
８４における操作情報の呈示をせずに、ステップＳ１８５に進む制御をすることもできる
。これにより、学習者は、超音波情報だけに基づいて操作入力をすることとなり学習者の
操作手順と操作タイミングの習熟度を、実践的に試験することができる。また、操作に不
慣れな初心者は、操作パネル３を目視しながら操作するため、操作効率が悪い一方で熟練
者は、操作パネル３を目視しない所謂ブラインドタッチで操作ができる。そこで、操作パ
ネル３に操作内容を呈示せず、表示部４に操作内容などを表示することによって、ブライ
ンドタッチによる操作を訓練することなどができる。
【０１４０】
（まとめ）
　この実施形態によれば、超音波診断装置１００を、データセット記憶部２６と、再生部
２７とを有して構成したので、超音波診断装置１００における操作情報と超音波情報とを
時間情報とともにデータセット記憶部２６に記録することができ、操作の前後によって、
表示部４に表示される超音波画像がどのように変化するかを記録することができる。また
、再生部２７によってこれらの情報が、時系列に再生されるため、操作の手順や操作のタ
イミングも、超音波画像の変化を見ながら学習することができるため、熟練者の操作のコ
ツなども体験することができる。
【０１４１】
［第３の実施形態］
　次に、第３の実施形態の超音波診断装置１００について説明する。この超音波診断装置
１００は医療装置であって、操作部と、操作部による操作内容、制御部による表示制御内
容及び超音波情報の入力を受けて、超音波情報と、操作内容及び／又は表示制御内容並び
にこれらのタイミングを示すタイミング情報とを含む時系列情報を生成する生成部と、超
音波情報と、操作内容及び／又は表示制御内容並びにこれらの前記タイミング情報とを含
む時系列情報の記憶がされる記憶部と、超音波情報を表示手段に表示させ、操作部を用い
てなされた操作に基づいて超音波情報の表示状態を変更する制御部と、時系列情報に基づ
いて操作内容を少なくとも含む処理手順を呈示する再生部とを有する。つまり、超音波診
断装置１００は、操作者の操作履歴（操作情報）とそれと同期する超音波情報とでデータ
セットを生成する生成部と、このデータセットを記憶する記憶部を有し、さらに、このデ
ータセットに基づいて超音波情報に対応する操作内容を呈示可能に構成された再生部２７
を有する。
【０１４２】
＜超音波診断装置の制御構成＞
　次に、この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成について説明する。まずは、超
音波診断装置１００全体の制御構成について説明する。
【０１４３】
（全体の制御構成）
　図１８は、この実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成の一例を示す機能ブロッ
ク図である。
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【０１４４】
　図１８に示すように、超音波診断装置１００は、超音波プローブ１と、制御部２１と、
超音波送受信部２２と、エコー信号処理部２３と、画像生成部２４と、画像生成部２４と
、操作パネル３と、データセット生成部２５と、データセット記憶部２６と、再生部２７
とを含んで構成されている。また、超音波診断装置１００は、第１の実施形態において示
した、サブデータセット生成部２５ｓを含む構成とすることもできる。この実施形態の超
音波診断装置１００の各部の詳細、例えば、制御構成、制御などの上記以外のことは、第
１の実施形態または第２の実施形態と同様に構成することができる。
【０１４５】
　このように、この実施形態による超音波診断装置１００によれば、超音波情報に対応し
た操作情報を含んで統合したデータセットを生成するデータセット生成部２５と、このデ
ータセットを記憶するデータセット記憶部２６およびこのデータセットを再生する再生部
２７を有して構成されているので、第１および第２の実施形態と同様な利点を有するとと
もに、超音波診断装置１００の一台で、例えば、熟練者による超音波診断装置の操作を時
間に沿って再現可能に記録することができ、また、学習者によって、この操作を時間にそ
って再生をすることで、この操作を再現することができる。
【０１４６】
［第４の実施形態］
＜超音波診断装置＞
　次に、第４の実施形態の超音波診断装置１００について説明する。この超音波診断装置
１００は、第１～３のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００に、外部の音声が録音
可能に設けられた少なくとも１つの録音部２０１、音声情報生成部２０２および音声情報
記憶部２６ｅで構成された音声情報取得手段と、音声情報再生部２７ｃとの両方もしくは
いずれか一方を新たに設けたものである。
【０１４７】
＜超音波診断装置の制御構成＞
　次に、この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成について説明する。まず、超音
波診断装置１００全体の制御構成について説明する。
【０１４８】
（全体の制御構成）
　図１９は、この実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成の一例を示す機能ブロッ
ク図である。この例においては、第３の実施形態の超音波診断装置１００に音声情報取得
手段と、音声情報再生部２７ｃとが設けられるが、これに限定されるものではなく、例え
ば、第１の実施形態に音声情報取得手段が設けられた例、第２の実施形態に音声情報再生
部２７ｃが設けられた例などが挙げられる。
【０１４９】
　図１９に示すように、この超音波診断装置１００は、第３の実施形態の超音波診断装置
１００に少なくとも１つの、録音部２０１と音声情報生成部２０２と音声情報記憶部２６
ｅと音声情報再生部２７ｃとを新たに設けたものである。録音部２０１で録音された音声
は、例えば、音声情報生成部２０２で音声情報に変換される。音声情報は、例えば、音声
情報記憶部２６ｅに音声を取得した時間情報とともに記憶される。音声情報再生部２７ｃ
は、制御部２１で制御されることで音声情報記憶部２６ｅなどに記憶された音声情報を呈
示する。音声情報は、データセット記憶部２６に格納された時間情報と、音声情報記憶部
２６ｅに格納された時間情報とに基づいて同期して呈示される。また、音声情報生成部２
０２はデータセット生成部２５とは別個に設けられてもよいし、データセット生成部２５
内に含まれて設けられてもよい。また、音声情報記憶部２６ｅもデータセット記憶部２６
と別個に設けられてもよいし、データセット記憶部２６に含まれて設けられてもよい。ま
た、音声情報再生部２７ｃも、再生部２７と別個に設けられてもよいし、再生部２７に含
まれて設けられてもよい。これらが、別個に設けられる例としては、第１の実施形態の超
音波診断装置１００に、音声情報を取得再生するこれらの機構を後付けする場合などが挙



(31) JP 2014-176516 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

げられる。
【０１５０】
　録音部２０１は、超音波診断装置１００を操作する際の、音声を収集可能な手段、装置
などである。音声は、例えば、操作者と被験者との音声のやりとり、操作者から発せられ
た音声、被験者から発せられた音声、装置からの音などである。録音部２０１は、基本的
には限定されるものではないが、例えば、マイクなどの音声収集部を備えた、デジタル録
音機器、アナログ録音機器などが挙げられる。録音される音声は、前記に挙げたもののほ
かに、例えば、このデータセットを用いて後で学習する者のための、装置操作、超音波プ
ローブ１の操作等のノウハウ情報なども挙げられる。また、例えば、操作者用と、被験者
用とに専用の録音部２０１がそれぞれ設けられてもよい。
【０１５１】
　音声情報生成部２０２とは、録音部２０１によって収集された音声を基に音声情報に変
換する。音声情報は、例えば、録音部に収集された音声そのもの、当該音声をテキスト変
換したものである。生成した音声情報は、音声が収集されたときの時間情報とともにデー
タセット記憶部２６または、音声情報記憶部２６ｅに記録されることで時間に沿って連続
的または離散的に記録された音声情報が生成する。また、例えば、音声情報は、音声情報
生成部２０２を経ずに、録音部２０１から直接音声情報記憶部２６ｅに記録されてもよい
。また、録音部２０１を複数有するときは、それぞれの録音部２０１に対応する複数の音
声情報生成部２０２を有していてもよいし、１つの音声情報生成部２０２を複数の録音部
２０１に対応させてもよい。また、音声情報生成部２０２は、例えば、データセット生成
部２５の一部として設けることもでき、この場合、音声情報を含めた一つのデータセット
をデータセット生成部２５において生成することができる。
【０１５２】
　音声情報記憶部２６ｅとは、音声情報を記憶するものであって、情報を記憶できる形態
を有していれば、基本的には限定されるものではなく、例えば、データセット記憶部２６
の記憶部として前記に挙げたものを適宜選択することができる。
【０１５３】
　音声情報再生部２７ｃとは、超音波診断装置１００を操作する際の、操作者と被験者と
の音声のやりとり、被験者から発せられる音声、装置からの音を再生するものであって、
音声を再生できる手段、装置などである。音声情報再生部２７ｃは、基本的には限定され
るものではないが、例えば、スピーカーなどの出力部を備えた、デジタル再生機器、アナ
ログ再生機器などが挙げられる。また、音声情報再生部２７ｃは複数設けられていてもよ
く、例えば、操作者専用、被験者専用の録音部２０１によってそれぞれ収集された録音情
報は、それぞれ別の音声情報再生部で再生されてもよい。この実施形態の超音波診断装置
１００の全体の制御構成のその他のことは第１の実施形態の超音波診断装置１００と同様
である。
【０１５４】
（データセット記憶部および音声情報記憶部の制御構成）
　データセット記憶部２６は、前記したように、例えば、音声情報記憶部２６ｅを内部に
統合してもよく、このとき、データセット記憶部２６は、例えば、音声情報記憶部２６ｅ
と前記に挙げた複数の記憶部とを統合して構成することができる。一方で、音声情報記憶
部２６ｅは、データセット記憶部２６と独立して設けることもでき、この場合においては
。再生時において同期再生する情報を適宜選択することができる。つまり、音声情報記憶
部２６ｅを独立に設けることで、再生時において、音声情報を独立して再生することがで
き、例えば、操作全体を再生する際に音声情報を再生するか否かを選択することができる
。
【０１５５】
　一方で、データセット記憶部２６は、例えば、１つの記憶部から構成されていてもよく
、記録開始指示が行われた時点からの超音波情報、操作パネル３への操作履歴（キーヒス
トリー）および音声情報を、時間情報とともに記録し、これにより、時系列に記録された
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超音波情報、操作情報および音声情報を得ることもでき、このとき、音声情報記憶部２６
ｅを省略することもできる。
【０１５６】
　このとき、データセット記憶部２６には、例えば、１つの超音波情報に１つの操作情報
と１つの音声情報とが付加された、一つのサブデータセットとしてデータセット記憶部２
６に記憶される。超音波情報と操作情報と音声情報とには、時間情報が共通に対応付けら
れている。このサブデータセットが時系列に順番に記録されることで、サブデータセット
が時系列に並んで構成されたデータセットが生成する。この実施形態の超音波診断装置１
００のデータセット記憶部２６の制御構成のその他のことは第１の実施形態の超音波診断
装置１００と同様である。
【０１５７】
（再生部の制御構成）
　次に再生部２７の制御構成について説明する。
【０１５８】
　再生部２７は、制御部２１に制御されることによって、各記憶部から呼び出された超音
波診断装置１００における操作情報および超音波情報と、これらの両方もしくはいずれか
一方に対応する音声情報とをそれぞれ呈示することで、処理手順を呈示する。この呈示に
より、例えば、超音波診断装置の操作に不慣れな初心者などが、操作熟練者の音声などに
対応する超音波診断装置の操作を学習することができる。
【０１５９】
　音声情報の呈示は、例えば、呼び出された音声情報に基づいて、音声情報再生部２７ｃ
が制御部２１に制御されることによって音声情報のうちの音声が再生される。また、表示
部４が制御部２１に制御されることによって音声情報のうちの音声文字情報が表示される
。呼び出された音声情報が、例えば、時間に沿って連続的に取得された情報であれば、記
録開始時から記録終了時までの音声情報が連続的に再生される。
【０１６０】
　操作情報と超音波情報と音声情報は、互いに時刻を同期して呈示される。操作情報と超
音波情報と音声情報とが、互いに時刻を同期して呈示されることで、超音波情報が付随し
た超音波診断装置の操作手順を対応させて再生することができ、さらに、その操作手順に
同期して操作者、被験者などからの音声を再生することができる。例えば、記録開始から
の超音波情報（画像）が再生され、操作情報（キーヒストリー）内のキー操作が行われた
時刻と表示されている超音波情報（画像）との時刻が一致した時、操作パネル３の該当す
るキーが点灯する。さらに、音声そのものおよび／または音声をテキストに変換したもの
も同期再生および／または表示部４などに同期表示される。
【０１６１】
　このように、超音波情報（画像）、操作情報（キーヒストリー）とともに音声情報も同
期再生/表示することにより、パネル操作のタイミングの意味を音声情報から学習するこ
とができる。例えば、画像と操作情報とが連動して再生されている際、目的の臓器が既に
表示部４などに描出されているのに「なぜすぐに画像保存を行わないのか」といった疑問
が出る場合がある。そのとき、再生／表示される音声情報によって、例えば、「軽く息を
吸って、そこで息を止めていてください」と呈示されれば、「描出→息止め→最適な画像
が出てから保存」という流れで行なっていることがわかる。
【０１６２】
　つまり、超音波情報（画像）と操作情報（キーヒストリー）の情報だけでは分からない
、音声に対応したキー操作のタイミングの意味を学習することができる。また、これによ
って、超音波画像の変化の理由が音声情報により理解することができる。例えば、腸を描
出している超音波情報（画像）が表示部４に表示されている時に、画像中の組織像が急に
画面上側に移動したとして、その時に「プローブを少し強く押しますね」といった音声情
報が同期再生/表示されれば、「腸内のガスを横によけるためにプローブで圧迫したから
組織像が上に移動した」と理解することができる。また、「このときのコツは、腸内のガ
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スを横によけるためにプローブで少し圧迫することです」といったノウハウ情報を、学習
者のためにあえて音声情報として記録しておくことも想定される。この実施形態の超音波
診断装置１００の再生部の制御構成のその他のことは第２の実施形態の超音波診断装置１
００と同様である。
【０１６３】
＜超音波診断装置の装置構成＞
　次に、前記で示したような電気的構成を有する超音波診断装置１００の実際の装置構成
の一例について説明する。
【０１６４】
　図２０は、この実施形態における超音波診断装置１００の外観を示す斜視図である。
　図２０に示すように、超音波診断装置１００は、超音波プローブ１と、装置本体部２と
、操作パネル３と、表示部４と、録音部２０１と、音声情報生成部２０２と音声情報再生
部２７ｃとを有して構成されている。録音部２０１は、操作者、被験者などの音声を収集
する目的から、例えば、装置本体部２と離れて設けられることが好ましいが、外部の音声
が収集可能であればどのように設けられてもよい。また、例えば、外部の音声が収集可能
であれば装置本体部２に設けられていてもよい。また、録音部２０１は、複数設けられて
もよく、例えば、超音波診断装置１００の周辺の複数の位置で同時に録音することで、被
験者と操作者とのやり取りが、ステレオ、サラウンド録音ができる。また、音声情報再生
部２７ｃは、外部に音声が聞こえるように設けられれば基本的にはどのように設けられて
もよく、例えば、装置本体部２の内部に設けられても外部に設けられてもよいが、例えば
、装置本体部２の外部に設けられることが好ましい。また、音声情報生成部２０２は録音
部２０１と超音波診断装置１００のデータセット記憶部２６に接続されていれば、どのよ
うに設けられてもよいが、例えば、装置本体部２の内部に設けられることが好ましい。こ
の実施形態の超音波診断装置１００の装置構成のその他のことは第１～３のいずれかの実
施形態の超音波診断装置１００と同様である。
【０１６５】
＜超音波診断装置の制御＞
　次に、この実施形態における超音波診断装置１００を制御してデータセットを生成し、
このデータセットに基づいて、超音波診断装置１００を制御する制御フローについて説明
する。この制御フローのうち、データセットの生成制御は、例えば、第１の実施形態の超
音波診断装置１００を制御する制御フローに、音声情報を音声情報記憶部２６ｅに記憶す
るフローが追加される。音声情報には、例えば、時間情報が付帯して記録される。また、
再生制御は、音声情報記憶部２６ｅから音声情報を呼び出すフローが追加される。
【０１６６】
（データセットの生成制御）
　まず、データセットの生成制御について説明する。この、生成制御で用いる超音波診断
装置１００は、第１の実施形態の図３において示した、サブデータセット生成部２５ｓを
含む構成のものとする。この場合においては、例えば、画像情報を取得する取得部がサブ
データセット生成部２５ｓに含まれて設けられるが、この構成、制御に限定されるもので
はなく、第１の実施形態において示した、超音波診断装置１００の構成、生成制御フロー
から適宜選択して同様に構成することができる。
【０１６７】
　図２１は、データセットを生成する一連の制御の一例を示したフローチャートである。
【０１６８】
　この制御においては、音声情報を含むサブデータセットをｎ個取得して取得した時系列
順に並べデータセットを生成するものである。
【０１６９】
　図２１を参照して具体的に説明すると、まず、制御部２１に記録開始指示の信号が入力
される（ステップＳ２００）と、サブデータセット番号ｋは初期化（ｋ＝１）される（ス
テップＳ２０１）。次に、制御部２１は、超音波情報とそれに対応する音声情報を取得す
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る（ステップＳ２０２）。この取得は、例えば、一定時間間隔においてなされる。次に、
操作情報があれば、操作情報を取得（ステップＳ２０４）し、１の超音波情報と、１の音
声情報と、これらの両方またはいずれかに対応する１の操作情報とでサブデータセットを
生成する（ステップＳ２０５）。また、操作情報がなければ１の超音波情報と１の音声情
報とでサブデータセットを生成する（ステップＳ２０５、Ｓ２０３）。次に、生成したサ
ブデータセットをデータセット記憶部２６に記憶し（ステップＳ２０６）、ｋをインクリ
メント（ステップＳ２０８）してステップＳ２０１に戻る（ステップＳ２０７）。この制
御を、記録終了指示の信号が入力されるまで行う（ステップＳ２０７）。サブデータセッ
トは、例えば、サブデータセット番号ｋ順にデータセット記憶部２６に記憶される。また
、例えば、データセットと音声情報とが、あるタイミングにおいて別の記憶部に記憶され
る場合にあっては、これらには共通のサブデータセット番号が記録される。
【０１７０】
（データセットの再生制御）
　次に、データセットの再生制御について説明する。以下においては通常再生フローの例
を示すが、これに限定されるものではなく、前記に示した、第２の実施形態の超音波診断
装置１００の再生制御フロー（ガイダンス表示を伴う再生制御、操作パネル３からの入力
に応じた再生制御（学習モード、テストモード））から適宜選択して同様に構成すること
ができる。
【０１７１】
　図２２は、データセットに基づいて、表示部４に超音波情報を表示し、操作パネル３に
操作情報を呈示し、表示部４と音声情報再生部２７ｃとの両方、もしくはいずれか一方に
音声情報を呈示する一連の制御の一例を示したフローチャートである。この再生において
は、データセットを構成するサブデータセットを、例えば、サブデータセット番号ｋの順
に再生していく。
【０１７２】
　図２２を参照して具体的に説明すると、この制御においては、まず、制御部２１に再生
開始指示の信号が入力される（ステップＳ２２０）と、サブデータセット番号ｋを初期化
（ｋ＝１）し（ステップＳ２２１）、制御部２１から信号を受けた再生部２７はデータセ
ット記憶部２６から呼び出したデータセットのうち、ｋに格納された番号のサブデータセ
ットを読み出し（ステップＳ２２２）、呼び出した超音波情報、操作情報および音声情報
に格納されている情報をそれぞれ呈示する（ステップＳ２２３）。この呈示は、例えば、
前記に例示して挙げたものを適宜選択することができる。呈示後に、次の番号のサブデー
タセットがあるかを判定し、あればｋをインクリメント（ステップＳ２２５）し、ステッ
プＳ２２２に戻り、なければ処理を終了する（ステップＳ２２４）。この操作を、最後の
番号ｎのサブデータセットまで行うことで、データセットに基づいて、超音波情報と音声
情報との両方、もしくはいずれか一方に対応する操作情報を操作パネル３に呈示するとと
もに、これと同期して音声情報が再生される。
【０１７３】
　この実施形態の超音波診断装置１００の各部の詳細、例えば、制御構成、制御などの上
記以外のことは、第１～３のいずれかの実施形態と同様である。
【０１７４】
（まとめ）
　この実施形態によれば、第１～３のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００に、録
音部と、音声情報記憶部２６ｅとを新たに設けたので、第１～３のいずれかの実施形態と
同様な利点を有するとともに、超音波診断装置１００における操作情報と超音波情報とを
時間情報とともにデータセット記憶部２６に記憶することができ、併せて音声情報を時間
情報とともに音声情報記憶部２６ｅに記憶することができる。これによって、例えば、超
音波診断装置を用いた被検者などの計測時において、計測者（操作者）の発する音声など
に対応する操作を学ぶことができ、超音波情報（画像）と操作情報（キーヒストリー）の
情報だけでは分からない、キー操作のタイミングの意味を学習することができる。また、
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これによって、超音波画像の変化の理由を音声情報により理解することができる。
【０１７５】
［第５の実施形態］
＜超音波診断装置＞
　次に、第５の実施形態の超音波診断装置１００について説明する。この超音波診断装置
１００は、第１～４のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００に、外部の映像を録画
可能に設けられた少なくとも１つの録画部３０１および画像情報記憶部２６ｆで構成され
た画像情報取得手段と、画像情報再生部２７ｄとの両方もしくはいずれか一方を新たに設
けたものである。
【０１７６】
＜超音波診断装置の制御構成＞
　次に、この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成について説明する。まずは、超
音波診断装置１００全体の制御構成について説明する。
【０１７７】
（全体の制御構成）
　図２３は、この実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成の一例を示す機能ブロッ
ク図である。
【０１７８】
　図２３に示すように、この超音波診断装置１００は、第３の実施形態の超音波診断装置
１００に画像情報取得手段と画像情報再生部２７ｄとを新たに設けたものであるが、これ
に限定されるものではなく、例えば、第１の実施形態に画像情報取得手段が設けられた例
、第２の実施形態に画像情報再生部２７ｄが設けられた例、第４の実施形態に画像情報取
得手段と画像情報再生部２７ｄとが設けられた例などが挙げられる。
【０１７９】
　再生部２７は、制御部２１で制御されることで、各記憶部に記憶された、超音波情報、
操作情報、画像情報に基づいて、操作情報を少なくとも含む処理手順と、画像情報再生部
２７ｄなどによって画像情報を呈示する。ここで、画像情報は、データセット記憶部２６
に画像情報を含むデータセットとして記憶されてもよいし、またはデータセットとは別個
に画像情報記憶部２６ｆに記憶されてもよい。
【０１８０】
　録画部３０１とは、超音波診断装置１００を操作する際の、操作者と被験者とのやりと
り、操作者による超音波プローブ１の走査などの画像情報を収集するものであって、画像
、特に動画を取得できる手段、装置などである。録画部は、動画撮影、静止画撮影などが
可能であれば、基本的には限定されるものではないが、例えば、撮像部を有するデジタル
録画機器、アナログ録画機器などが挙げられる。
【０１８１】
　画像情報記憶部２６ｆは、画像情報を記憶するものであって、情報を記憶できる形態を
有していれば、基本的には限定されるものではなく、例えば、データセット記憶部２６の
記憶部として前記に挙げたものを適宜選択することができる。
【０１８２】
　画像情報再生部２７ｄとは、超音波診断装置１００を操作する際の、操作者と被験者と
のやりとりの画像、操作パネル３の操作の画像、超音波プローブ１の走査の画像を再生す
るものであって、特に動画を再生できる手段、装置などである。画像情報再生部２７ｄは
、基本的には限定されるものではないが、例えば、モニタなどの出力部を備えた、デジタ
ル再生機器、アナログ再生機器などが挙げられる。
【０１８３】
（データセット記憶部および画像情報記憶部の制御構成）
　画像情報記憶部２６ｆは、データセット記憶部２６に含まれて設けられてもよいし、別
個に設けられてもよいが、別個に設けられることが好ましい。画像情報記憶部２６ｆが、
データセット記憶部２６と独立して設けられることによって、再生時において同期再生す
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る情報を適宜選択することができる。つまり、画像情報記憶部２６ｆを独立に設けること
で、再生時において、画像情報を独立して再生することができ、例えば、操作全体を再生
する際に画像再生するか否かを選択することができる。この実施形態の超音波診断装置１
００の全体の制御構成のその他のことは第１～４のいずれかの実施形態の超音波診断装置
１００と同様である。
【０１８４】
　データセット記憶部２６は、複数の独立した記憶部から構成されることで、例えば、画
像情報記憶部２６ｆと、前記に挙げた複数の記憶部とを統合して構成することができる。
一方で、データセット記憶部２６は、例えば、１つの記憶部から構成されていてもよく、
記録開始指示が行われた時点からの超音波情報、操作パネル３への操作履歴（キーヒスト
リー）および画像情報を、時間情報とともに記録し、これにより、時系列に記録された超
音波情報、操作情報および画像情報を得ることもでき、このとき、画像情報記憶部２６ｆ
を省略することもできる。
【０１８５】
　このとき、データセット記憶部２６には、超音波情報に、操作情報と、画像情報と、必
要に応じて表示制御内容とが付加された、一つのデータセットとしてデータセット記憶部
２６に記憶される。超音波情報と操作情報と表示制御内容と画像情報とには、時間情報が
共通に付帯している。このデータセットが時系列に記録されることで、データセットが時
系列に並んだデータセットが生成する。この実施形態の超音波診断装置１００のデータセ
ット記憶部２６の制御構成のその他のことは第１または第４の実施形態の超音波診断装置
１００と同様である。
【０１８６】
（再生部の制御構成）
　次に再生部２７の制御構成について説明する。
【０１８７】
　再生部２７は、制御部２１に制御されることによって、各記憶部から呼び出された超音
波診断装置１００における操作情報および超音波情報と、これらの両方もしくはいずれか
一方に対応する画像情報とをそれぞれ呈示することで、処理手順を呈示する。この呈示に
より、例えば、超音波診断装置の操作に不慣れな初心者などが、表示部４などに表示され
た画像情報に基づく操作熟練者の動きなどに対応する超音波診断装置１００の操作を学習
することができる。再生部２７は、例えば、データセットに含まれる超音波診断装置１０
０における操作情報および超音波情報と、画像情報記憶部２６ｆなどに含まれる画像情報
とをそれぞれ呈示することで、処理手順を呈示する。この呈示により、例えば、初心者が
超音波診断装置１００の操作を学習することができる。
【０１８８】
　画像情報の呈示は、例えば、呼び出された画像情報に基づいて、画像情報再生部２７ｄ
が制御部２１に制御されることによって画像情報のうちの画像が再生される。また、表示
部４が制御部２１に制御されることによって画像情報のうちの画像文字情報が表示される
。呼び出された画像情報が、例えば、時間に沿って連続的に取得された情報であれば、記
録開始時から記録終了時までの画像情報が連続的に再生される。
【０１８９】
　操作情報と超音波情報と画像情報は、互いに時刻を同期して呈示される。操作情報と超
音波情報と画像情報とが、互いに時刻を同期して呈示されることで、超音波診断装置１０
０の操作手順に対応した超音波情報とともに時系列で再生することができ、さらに、その
操作手順に同期して操作者、被験者などからの画像を再生することができる。例えば、記
録開始からの超音波情報（画像）が再生され、操作情報（キーヒストリー）内のキー操作
が行われた時刻と表示されている超音波情報（画像）との時刻が一致した時、操作パネル
３の該当するキーが点灯する。さらに、画像そのものおよび／または画像をテキストに変
換したものも同期再生および／または表示部４などに同期表示される。
【０１９０】
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　このように、超音波情報（画像）、操作情報（キーヒストリー）とともに画像情報も同
期再生/表示することにより、パネル操作のタイミングの意味を画像情報から学習するこ
とができる。例えば、画像と操作情報とが連動して再生されている際、目的の臓器が既に
表示部４などに描出されているのに「なぜすぐに画像保存を行わないのか」といった疑問
が出る場合がある。そのとき、再生／表示される画像情報によって、例えば、「軽く息を
吸って、そこで息を止めていてください」と呈示されれば、「描出→息止め→最適な画像
が出てから保存」という流れでおこなっていることがわかる。つまり、超音波情報（画像
）と操作情報（キーヒストリー）の情報だけでは分からない、キー操作のタイミングの意
味を学習することができる。また、これによって、超音波画像の変化の理由が画像情報に
より理解することができる。例えば、前記に示したようなノウハウ情報を、学習者のため
にあえて画像情報として記録しておくことも想定される。この実施形態の超音波診断装置
１００の再生部の制御構成のその他のことは第２または第４の実施形態の超音波診断装置
１００と同様である。
【０１９１】
＜超音波診断装置の装置構成＞
　次に、前記で示したような電気的構成を有する超音波診断装置１００の実際の装置構成
の一例について説明する。
【０１９２】
　図２４は、この実施形態の超音波診断装置１００の外観を示す斜視図である。
　図２４に示すように、超音波診断装置１００は、装置本体部２と、録画部３０１と、画
像情報再生部２７ｄとを有して構成されている。録画部３０１は、操作者、被験者などの
画像、特に動画情報を収集する目的から、超音波診断装置１００の装置本体部２と離れて
設けられることが好ましいが、装置本体部２に設けられていてもよい。また、録画部３０
１は、複数設けられていてもよく、例えば、被験者を含む撮影野を動画撮影し、例えば、
被験者を動画撮影して動画情報を取得する専用の録画部、操作パネル３を含む撮影野の動
画撮影し、例えば、操作パネル３の操作を録画して動画情報を取得する専用の録画部、超
音波プローブ１を含む撮影野の動画撮影し、例えば、超音波プローブ１の操作を録画して
動画情報を取得する専用の録画部などが挙げられ、適宜配置される。また、画像情報再生
部２７ｄは、画像が視聴可能なように設けられれば基本的にはどのように設けられてもよ
く、例えば、装置本体部２の内部に設けられても外部に設けられてもよいが、例えば、装
置本体部２の外部に設けられることが好ましい。この実施形態の超音波診断装置１００の
装置構成のその他のことは第１～４のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００と同様
である。
【０１９３】
＜超音波診断装置の制御＞
　次に、超音波診断装置１００を制御してデータセットおよび時系列画像情報を生成し、
このデータセットおよび時系列画像情報に基づいて、超音波診断装置１００を制御する制
御フローについては、例えば、第４の実施形態の超音波診断装置１００を制御する制御フ
ローのうち、音声情報を画像情報と読み替え、音声情報記憶部２６ｅを画像情報記憶部２
６ｆと読み替えて制御することができる。また、画像情報記憶部２６ｆの構成は、画像情
報を記憶するにとどまらず、各種の情報を時系列で取得、記憶する場合において用いるこ
とができる。例えば、診断条件、コマンドのカテゴリ情報などを記憶する記憶部は、この
実施形態における画像情報記憶部２６ｆの構成と同様な構成とすることができ、また同様
の制御によってそれぞれの情報を記憶することができる。また、これらの記憶部に時系列
で記憶された、診断条件、コマンドのカテゴリ情報などは、例えば、画像情報再生部２７
ｄと同様の構成を有する再生部によって同様に再生することができる。
【０１９４】
　この実施形態による超音波診断装置１００は、第１の実施形態において示した、サブデ
ータセット生成部２５ｓを含む構成とすることもでき、この場合においては、画像情報を
取得する画像情報取得部が含まれるようにサブデータセット生成部２５ｓを構成してもよ
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い。この実施形態の超音波診断装置１００の各部の詳細、例えば、制御構成、制御などの
上記以外のことは、第１～４のいずれかの実施形態と同様である。
【０１９５】
（まとめ）
　この実施形態によれば、第１～４のいずれかの実施形態の超音波診断装置に、録画部３
０１と、画像情報記憶部２６ｆとを新たに設けたので、第１～４の実施形態と同様な利点
を有するとともに、超音波診断装置の操作情報と超音波情報とを時間情報とともにデータ
セット記憶部２６に記憶することができ、併せて画像情報を時間情報とともに画像情報記
憶部２６ｆに記憶することができるので、超音波情報（画像）と操作情報（キーヒストリ
ー）の情報だけでは分からない、キー操作のタイミングの意味を学習することができる。
また、これによって、超音波画像の変化の理由を画像（動画）情報により理解することが
できる。
【０１９６】
［第６の実施形態］
＜超音波診断装置＞
　次に、第６の実施形態の超音波診断装置１００について説明する。この超音波診断装置
１００は、第１～５の実施形態の超音波診断装置１００の超音波プローブ１に設けられた
変位計測手段４０１を有する。
【０１９７】
＜超音波診断装置の制御構成＞
　次に、この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成について説明する。まずは、超
音波診断装置１００全体の制御構成について説明する。
【０１９８】
（全体の制御構成）
　図２５は、第６の実施形態の超音波診断装置１００の電気的構成を示す機能ブロック図
である。
【０１９９】
　図２５に示すように、この超音波診断装置１００は、第１の実施形態の超音波診断装置
１００の超音波プローブ１に変位計測手段４０１を設け、超音波診断装置１００に超音波
プローブ操作情報記憶部２６ｇおよび、超音波プローブ操作情報生成部４０２、超音波プ
ローブ操作情報再生部２７ｅを新たに設けたものである。
【０２００】
　変位計測手段４０１は、超音波プローブ１の変位、回転などを計測するものであって、
従来公知のものから適宜選択することができるが、超音波プローブ１の内部に収容可能な
ほどに小型であることが好ましい。変位計測手段４０１は、例えば、３軸方向の変位測定
が可能な機能を有するもの、三軸方向の回転の測定が可能な機能を有するもの、さらに、
Ｒｏｌｌ（左右傾き）、Ｐｉｔｃｈ（前後傾き）、Ｙａｗ（左右振り）などの姿勢の変化
の測定が可能な機能を有するものなどのうち、少なくとも１つの機能を有するものが好ま
しく、また、高速度、高精度であることがより好ましい。変位計測手段４０１は、具体的
には、例えば、半導体式（ピエゾ式、静電容量式）の加速度センサ、光ファイバジャイロ
スコープ、リングレーザジャイロスコープなどが挙げられる。
【０２０１】
　超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇは、超音波プローブ操作情報を記憶するものであ
って、情報を記憶できる形態を有していれば、基本的には限定されるものではなく、例え
ば、データセット記憶部２６の記憶部として前記に挙げたものを適宜選択することができ
る。
【０２０２】
　超音波プローブ操作情報生成部４０２とは、変位計測手段４０１によって収集された超
音波プローブ操作の情報を基に超音波プローブ操作情報に変換する。超音波プローブ操作
情報は、例えば、収集された超音波プローブ操作の座標情報そのもの、収集された超音波
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プローブ操作の情報から３Ｄの表示動画に変換したものなどである。生成した超音波プロ
ーブ操作情報は、超音波プローブ操作の情報が収集されたときの時間情報とともに、デー
タセット記憶部２６または、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇに記録されることで時
系列超音波プローブ操作情報が生成する。また、例えば、超音波プローブ操作情報、超音
波プローブ操作情報生成部４０２を経ずに、変位計測手段４０１から直接データセット記
憶部２６または、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇに記録されてもよい。
【０２０３】
　超音波プローブ操作情報再生部２７ｅとは、超音波診断装置１００を操作する際の、超
音波プローブ１の変位、回転などを再生する。この再生は、例えば、超音波診断装置１０
０とは別個に設けたモニタに表示する方法、または、操作者（学習者）の操作入力、と超
音波プローブ操作情報記憶部２６ｇに記憶された超音波プローブ操作情報とが一致、不一
致に応じて、データセットの再生を制御する方法、超音波プローブ１にＬＥＤなどを設け
て、操作が超音波プローブ操作情報と一致すると点灯して報知する方法などが挙げられる
。
【０２０４】
　超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇは、データセット記憶部２６の内部に設けられて
もよいし、データセット記憶部２６と独立して設けられてもよい。超音波プローブ操作情
報記憶部２６ｇが、データセット記憶部２６と独立して設けられる場合にあっては、再生
時において同期再生する情報を適宜選択することができる。つまり、超音波プローブ操作
情報記憶部２６ｇを独立に設けることで、再生時において、超音波プローブ操作情報を独
立して再生することができ、例えば、再生するか否かを選択することができる。この実施
形態の超音波診断装置１００の全体の制御構成のその他のことは第１～５のいずれかの実
施形態の超音波診断装置１００と同様である。
【０２０５】
（データセット記憶部および画像情報記憶部の制御構成）
　データセット記憶部２６は、例えば、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇを統合して
構成してもよく、このとき、超音波情報に操作情報と時間情報が付加されたデータセット
記憶部と、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇとの複数の記憶部とを統合して構成する
ことができる。
【０２０６】
　一方で、データセット記憶部２６は、例えば、１つの記憶部から構成されていてもよく
、記録開始指示が行われた時点からの超音波情報、操作パネル３への操作履歴（キーヒス
トリー）および超音波プローブ操作情報を、時間情報とともに記録し、これにより、時系
列に記録された超音波情報、操作情報および超音波プローブ操作情報を得ることもでき、
このとき、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇを省略することもできる。
【０２０７】
　このとき、データセット記憶部２６には、超音波情報に時間情報と操作情報と画像情報
とが付加された、一つのデータセットとしてデータセット記憶部２６に記憶される。超音
波情報と操作情報と画像情報とには、時間情報が共通に対応付けられている。このデータ
セットが時系列に記録されることで、データセットが時系列に並んだデータセットが生成
する。この実施形態の超音波診断装置１００のデータセット記憶部２６の制御構成のその
他のことは第１～５のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００と同様である。
【０２０８】
（超音波プローブ操作情報再生部の制御構成）
　次に超音波プローブ操作情報再生部２７ｅの制御構成について説明する。
【０２０９】
　超音波プローブ操作情報再生部２７ｅは、制御部２１からの信号によって、例えば、超
音波プローブ操作情報記憶部２６ｇに記憶された超音波プローブ操作情報を呼び出し、併
せて再生部２７から呼び出されたデータセットに含まれる超音波診断装置１００の操作情
報および超音波情報と、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇなどに含まれる超音波プロ
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ーブ操作情報とをそれぞれ呈示することで、処理手順を呈示する。この呈示により、例え
ば、初心者が超音波診断装置１００の操作を学習することができる。
【０２１０】
　超音波プローブ操作情報の呈示は、例えば、呼び出された超音波プローブ操作情報に基
づいて、超音波プローブ操作情報再生部２７ｅが制御部２１に制御されることによって呈
示される。この呈示は、前記に挙げた例を適宜選択することができる。
【０２１１】
　操作情報と超音波情報と超音波プローブ操作情報とは、時系列方向に互いに同期して呈
示される。操作情報と超音波情報と超音波プローブ操作情報とが、時系列方向に同期して
呈示されることで、超音波情報が付随した超音波診断装置１００の操作手順を時系列で再
生することができ、さらに、その操作手順に同期して超音波プローブ操作を再生すること
ができる。
【０２１２】
　このように、超音波情報（画像）、操作情報（キーヒストリー）とともに超音波プロー
ブ操作情報も同期再生/表示することにより、パネル操作のタイミングと超音波プローブ
１の操作の意味とを学習することができる。例えば、超音波プローブ１の操作情報と操作
パネル３操作情報とが連動して再生されている際、表示部４などに描出されている画像と
、超音波プローブ１の変位や回転の操作とが連動して変化することで実践的に学習するこ
とができる。この実施形態の超音波診断装置１００の再生部の制御構成のその他のことは
第１～５のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００と同様である。
【０２１３】
＜超音波診断装置の装置構成＞
　前記で示したような電気的構成を有する超音波診断装置１００の実際の装置構成は、超
音波プローブ１内に変位計測手段４０１を有し、超音波診断装置１００の内部に、超音波
プローブ操作情報生成部４０２、超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇおよび超音波プロ
ーブ操作情報再生部２７ｅを設けたものである。
【０２１４】
＜超音波診断装置の制御＞
　次に、超音波診断装置１００を制御してデータセットおよび時系列超音波プローブ操作
情報を生成し、このデータセットおよび時系列超音波プローブ操作情報に基づいて、超音
波診断装置１００を制御する制御フローについては、第４の実施形態の超音波診断装置１
００を制御する制御フローのうち、音声情報を超音波プローブ操作情報と読み替え、音声
情報記憶部２６ｅを超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇと読み替えて制御することがで
きる。また、音波診断装置１００は、第１の実施形態において示した、サブデータセット
生成部２５ｓを含む構成とすることもでき、この場合においては、超音波プローブ操作情
報生成部４０２が含まれるようにサブデータセット生成部２５ｓを構成してもよい。この
実施形態の超音波診断装置１００の制御のその他のことは、第１～５のいずれかの実施形
態と同様である。
【０２１５】
（まとめ）
　以上のように、この実施形態によれば、第１～５のいずれかの実施形態の超音波プロー
ブ１に変位計測手段４０１を設け、超音波診断装置１００に超音波プローブ操作情報記憶
部２６ｇと、超音波プローブ操作情報生成部４０２と、超音波プローブ操作情報再生部２
７ｅとを新たに設けたので、第１～５の実施形態と同様な利点を有するとともに、データ
セット記憶部２６にデータセットを記憶するとともに、超音波プローブ１の変位や回転な
どの超音波プローブ操作情報を時間情報とともに超音波プローブ操作情報記憶部２６ｇに
記憶することができる。これにより、超音波情報（画像）と操作情報（キーヒストリー）
の情報だけでは分からない、超音波プローブ１の動きに対応するキー操作のタイミングの
意味を学習することができる。また、これによって、超音波画像の変化の理由を超音波プ
ローブ操作情報により理解することができる。また、前記の第１～５の実施形態は、いず
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れか少なくとも一つの実施形態の一部もしくは全部を、互いに組み合わせて適宜構成する
ことができる。
【０２１６】
［第７の実施形態］
＜再生装置＞
　次に、第７の実施形態の再生装置２００について説明する。この再生装置２００は、第
１～６のいずれかの実施形態の超音波診断装置１００によって得られた、各時系列情報を
再生することができる装置である。
【０２１７】
＜再生装置の制御構成＞
　この実施形態の超音波診断装置１００の制御構成は、前記した再生部２７の制御構成の
一部もしくは全部を適宜選択して構成することができる。
【０２１８】
＜再生装置の装置構成＞
　再生装置２００は、各時系列情報を再生する装置であって、時系列の情報を処理、再生
できる装置であれば基本的には限定されるものではない。再生装置２００は、具体的には
例えば、コンピュータが挙げられ、コンピュータとしては、例えば、大型汎用コンピュー
タ、パーソナルコンピュータなどが挙げられる。このなかでも、再生装置２００は、例え
ば、パーソナルコンピュータであることが好ましく、例えば、ＬＡＮ、パーソナルコンピ
ュータのＵＳＢインターフェースなどに、操作パネル３、操作パネル３を模擬した装置、
超音波プローブ１、超音波プローブ１を模擬した装置を接続などすることによって、パー
ソナルコンピュータのモニタを表示部４と模擬することができる。各時系列情報は、例え
ば、外部記憶装置などを、ＬＡＮやＵＳＢインターフェースなどに接続し、制御部２１を
模擬したパーソナルコンピュータのＣＰＵなどで読み出し、このＣＰＵで、操作パネル３
を模擬した装置、超音波プローブ１を模擬した装置、表示部４を模擬したモニタなどによ
って、前述したような超音波診断装置１００の操作を再生装置によって再生することがで
きる。
【０２１９】
＜再生装置の制御＞
　この実施形態の再生装置２００の制御は、前記の超音波診断装置１００の再生部２７の
制御において示した、制御フローの一部または全部を適宜選択して構成することができ、
る。再生装置の制御は、例えば、コンピュータプログラムによってなされ、このプログラ
ムによる命令によって、制御部２１を模擬したコンピュータのＣＰＵなどが動作し実行さ
れる。このコンピュータプログラムは、前記の超音波診断装置１００の再生部２７の制御
において示した、制御フローの一部または全部の機能を有して構成される。
【０２２０】
（まとめ）
　以上のように、この実施形態によれば、第２～６の実施形態のいずれかの超音波診断装
置１００の再生部２７と同様な機能を有する再生装置としたので、データセットなどの時
系列情報を有する記憶装置などがあれば、超音波診断装置１００が無くてもデータセット
などの時系列情報を再生することが可能となる。例えば、再生装置を、汎用のパーソナル
コンピュータとすることで、超音波診断装置の教育、学習などを手軽に安価に行うことが
できる。また、例えば、再生装置を可搬性の優れたラップトップ型のパーソナルコンピュ
ータなどとすれば、任意の時間、任意の場所で超音波診断装置の教育、学習などをするこ
とが可能となる。
【０２２１】
　以上述べた少なくともひとつの実施形態の医療装置である超音波診断装置によれば、取
得した複数の情報を、取得時刻を同期させたデータセットとし、これを時系列で記憶する
データセット記憶部と、このデータセットを時系列で再生する再生部とを有して構成した
ので、超音波診断装置の操作情報と超音波情報とを時間情報とともにデータセット記憶部
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ように変化するかを記録することができる。また、再生部によってこれらの情報が、時系
列に再生されるため、操作の手順や操作のタイミングも、超音波画像の変化を見ながら学
習することができるため、熟練者の操作のコツなども体験することができる。
【０２２２】
　また、医療装置は、超音波診断装置に限定されるものではなく、出力された情報を参照
して装置の操作を適宜選択する制御を行う装置であれば、どのような医療装置にも適用す
ることができる。このような医療装置としては、例えば、各種診断装置、ＭＲＩ、ＣＴス
キャンなどが挙げられる。
【０２２３】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【０２２４】
　１　　　超音波プローブ
　２　　　装置本体部
　３　　　操作パネル
　４　　　表示部
　２１　　制御部
　２２　　超音波送受信部
　２３　　エコー信号処理部
　２４　　画像生成部
　２６　　データセット記憶部
　２７　　再生部
　１００　超音波診断装置
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